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ニュース

新会長に福井文雅氏

代 表 粋 琪 Iこ tま

興膳宏氏を選出

本会会長« — 雄氏は、既報の通リ、昨年：I月に急 

逝された• これに伴い、本 年 3 月の会貝総会に於て， 

早稲田大学文学部教授福井文雅氏（中国哲学）が新 

会長に进 出された. 福井教授は、去る昭和58年 7 月 

の本会再违 総会以来、代表幹事として長らく事務局 

の仕事を勢力的にこなして来られ、本会発展に多大 

の尽力を惜しまれなかったことは、周知のとおリで 

ある.

また新代表幹事は、京都大学文学部教授興膳宏氏 

(中国文学）がお引き受け下さった。 同教授は從前 

よリ閲西部会の货 任者として，（K 西における活動の 

中心となってこられた.お二人を軸として本会の活 

觔が益々活発になることが期持される。

新会長福井文雅教授からは、次のご挨拶をお寄せ 

頂いた •

就任ご挨拶
-  日 仏 東 洋 学 会 の 役 割 -

椹 井 文 雅

この度図らずも、と言うのがこういう場合の決ま 

り文句ではありますが、正直、それが実感です。会 

長と言う余りにも身に過ぎた大役に推挙戴きました 

時には、実際、どうしたら良いやら判らず、去就に 

悩みました。なにしろ本学会は会員がバラエティに 

富み、各分野の第一線で、また實任者として御活躍 

の方々が多いことで有名なのです。他方、会長は、 

初代が石田幹之助、ニ代辻直四郎、三代梭一雄と言 

う当代一流の方々ばかりでした。私は確か1959年に 

は既に日仏会館の事業に関係するようになっていた 

のですが、それ以降、不思議な緑で、この三先生に 

はお世話になりました。

こういう会員や先代会長を前にしては、学徳共に 

W い私が大いに困恶 したことはお判り戴けるかと思 

います。当時主幹（事務局長）であった私には、別 

に心当たりの方々はいて、立場上打診もしたのです 

が、色々な理由から実現しませんでした。

ただ逆に考えますと、これだけ多くの立派な会員 

諸氏がおられると言うことは、それだけ多くの御意 

見が戴けると言うことです。また、私が先代までの 

諸会長の真似をしても始まりません。そう考えて、 

r今までのようで宜しければj と言うことで、お引 

受けした次第です。有難いことに、興腊宏京都大学 

教授が代表幹事を引き受けて下さいました。

こう言う重黄は、会貝諸賢の御協力、御後援が有 

りませんと果せるものではありません。何卒宜しく 

お願い申し上げる次第です。

下手な御挨拶をしますよりも、新入会員も増えた 

ことですので、この機会に、改めて本会の果すべき 

役割を振り返っておきたいと思います。

その第一は、発足以来、フランスとの「窓en 

「架け橋j の役を務めることにあります。そこが他 

の東洋學関係の学会と大いに違う点です。

フランスから東洋学者が初来日して必ずぶつかる 

問題は、 |■どのようにしたら日本の学界と接触出来 

るのか、この問題についての日本人の業績はどこに 

行ったら入手出来るのか、どこへ行ったら訪日の目 

的は達せられるのかj といった問題です。手探りで、 

又は、専門外の人に尋ねて、無駄な努力を重ね、間 

連った方向に進む人々も少なくありません。その結 

果、日本の学界について間違った報告がフランスの 

学界になされる場合さえあります。これではお互い 

の損です。

逆に、これからフランスに勉強または研究に出か 

ける日本人についても同様のことが起こります。フ 

ランスの研究•教育制度と、その中の東洋学の組織 

は中々理解しがたいものがありますから、滞仏の経 

験者に尋ねるに超したことはありません。

その様な両方の問題解決の場合に、本会は r窓 

ロj となってお手伝いをするわけです。その為の人
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材には、本会はこと欠きません。

第二には、フランスとの学術交流の仲介役です。 

その一例として、東洋学が日仏コロックへ参加する 

時の母体になるのも、本会の主要な仕事です0

その他、日仏間の共同研究計画や日仏間の研究者 

•学者交換、渋沢 • クローデル實への応募等々、本 

会が交流の場になる機会は多くありますので、 （毎 

年のように r通信j に公示して来たことですが）会 

員諸氏は大いに活用してください。

本会の役割は、実はフランスとの架け橋だけに留 

まりません。学問の国際化に伴って、諸外国とフラ 

ンスとの間のr窓口j 、橋渡しの役をする場合もあ 

ります。実際に有った話ですが、アジアの某国研究 

機関が世界宗教会裁を開催する案を立てた時、フラ 

ンスの学界亊情が良く判りません。そこで、本会宛 

てに問い合わせが来たのです。

ニ.

そこで私の役目ですが、第一には、本学会の存在 

と特色とを、 もっと広く内外に知って莨うように努 

力することかと思います。仏教界には「全日本佛教 

会j と言う大きな組雄があり、略 し て 「全日佛j で 

すが、それと本会とは良く混同されるのです。幸い 

にも、宗教界の情報紙としては日本最大の『中外日 

報j が、最近しばしば本学会の活動を報道してくれ 

ています。.お蔭で、宗教界には存在が知られるよう 

になり、韓国の車柱現博士（中国文学、道教学•敦 

煌学会長）からも連絡がありました。

第二に第一と連携して来ることですが、他の学会 

や公私諸機関との協力態勢の確立です。それが出来 

ておりませんと、来日するフランス人研究者の受入 

れが充分には出来ません。その意味では、今回ジX 

ルネ博士の講演に財団法人東方学会が極めて好意的 

に共催してくれましたことは、画期的な出来事では 

なかったか、 と （本学会の歴史を長年眺めて来まし 

た）私には思われるのです。ここに一々名は挙げま 

せんが、以上挙げた他にも、既に幾つかの研究•報 

道 •出版機関から好意的な協賛の約束を得ています。 

東方学会を始めとして、それらの機聞に逆に本会が 

協力する場合も生じましょうが、相互の協力関係は

今後とも統けていきたいものです。

姣後には、私一人でなく、全会員の課題になるこ 

ととして、会員の増加の仕事があります。会員が多 

ければ、それだけフランスの学界との交流に当って、 

また我々同士の間でも、多くの、且つ正確な情報を 

得ることが出来るようになります。

日仏東洋学会と言う名前から、会員はフランス語 

に堪能でなければならないかのように思って、入会 

を渋っている方々がいることは、大変残念なことで 

す。前回の日仏コロック•第一部会で、 「これは日 

.仏コロックなのだから、日本語を使っても良いの 

だJ と言い出したのは、他でもない、フランス側た' 

ったのです。実際、フランス語が出来なくても、コ 

ロックで活躍する会員は多くいました。会則にも 

r本会の目的は東洋学に携わる日仏両国の研究者の 

間に、交流と親睦を図るものとする。j とあって、 

フランス語が出来なければ会員にはなれない、など 

とは何処にも畓 いてありません。

入会して戴いた方々にとって、本学会が居心地の 

良い、有効な学会であって欲しい、と私は願うもの 

です。束洋学は領域が多く、様々なのですが、それ 

だけに、その間に如何なる意味においても不均衡が 

あってはならない、と （これも従来の代表幹事とし 

ての経験からも）留意しています。特に会長職にあ 

っては先代の方々を見習い、広く見渡して不公平が 

起こることの無いように努力するつもりです。

フランスとの！■窓口J としては、こ の 7通信i の 

持つ意味は極めて重大になります。特定の年次学術 

大会などは開かない本会としましては、この発行こ 

そが主要活動なのです。

日本の東洋学では、それぞれの分野で既に専門の 

機関誌が発行されていますので、改めて本会の為の 

Bu1丨et inなどを創刊する必要もあるまい、と言う大 

方の意見から、こ の î通信J は専ら日仏の東洋学界 

の情報交換を目的にしています。その目的の雑誌は、 

実は他には無いはずですので、本 Ï通信J の意義は 

大きいのです。この編集•発行に当っていられる閱  

西部会の方々には、会を代表して、心から御礼申し
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上けねばなりません。

以上、この欄を惟りて御挨拶代わりに学会の役割 

を長々と述べましたが、これもまた、他の学会と进  

って、直接に会员 猪氏に訴える機会が少ないからに 

他なりません。

会長としての* 大の役目は、必要な時には決断を 

下す、そして、その» 任は取ることにある、とは世 

上良く言われることです。その点は心して行きたい 

と思いますので、繰り返すようになりますが、会貝 

各位の御協力を切にお願い申し上げる次第です。

ふくい•ふみまさ（俏名でブンガ）PUKU1 Fumimasa 

-Bunga 1934年、束 京 （新宿区）生れ。早稻田大学 

文学部•教授。中国宗教•思想史専攻。早稲田大学 

文学部東洋哲学専修、 rアテネ•フランセ，フラン 

ス睹課程卒業。1961年 9月〜64年 8月フランス政府 

給» 留学生〇フランス国立高等研究院〔E.P.RE.〕 

宗教学科titulaire 〇 Paul Demiéville, R./lStein, 

kKaltennarkの三教授に師亊。日本中国学会•日 

本道教学会•天台学会、各理事。財団法人東方学会 

•日本印度学仏教学会•東大中国学会、各評議員。 

日仏会館学術委員会•密教図像学会•丨CANAS日本国 

内委員会、各委員〇 Société asiatique 〔フランス 

•アジアffi会〕会貝、その他〇日光山翰王寺沃台 

宗）唯心院住嫌> 勸學院出仕者。 著述として 

Religions du Japon (1966, Librairie Bloud 4 

Gay, Paris), ï般若心経の歴史的研究J (博士論文。 

春秋社，1987年 2月）その他。

国酷会》

第 3 3  回 I C A N A S
に参加して

« 井 文 雅

かつての所謂「国® 東洋学者会議』のことである。 

しばらく C I S H A A N の名称で通っていたが、現 

在はこのイカナスの略称になっている。

今回はカナダのトロント市で、 トロント大字を会 

場に8月丨9 日から2 5 日まで開催された。参加国 

は 4 9ケ国に上り、参加人数は1100人余であった。 

総合テーマはr猪文化間の接触」であった。

日本からは、この囯 眼会a の世界的連絡描M であ 

るU n  i o n の副会長である山本逮郎教授御夫要、

I c a n a s 日本国内委貝からの神田倌夫、高崎直 

道の両氏と私の他、各種研究者三十人余りと、東方 

学会の事務局から柳® 廣、山ロ博邦のニ氏が#加し 

た。日仏東洋学会からは、上E E 名と共に、栗原圭 

介教授御夫赛 、湯山明教授、吉田敏行が出席し、学 

生である吉田を除いて全員が研究発表を行ったô 平 

川彰、金谷治、京戸慈光の三:会員は欠席。本学会閲 

係のフランス側参加者はCartierカルチェ、Ka- 

linowskiカリノウスキ、 Lafontラフオン、VAN- 

DERHEERSCHヴァンデルメルシュの四氏であった。

会議の全体像と部門別の詳細は『東方学会報J 

N0.59に近く戟るので、ここでは、本学会に関係し 

て、フランスに関する所感を主に述べおきたい。

第一は、国際会»でのフランス語使用率の減少で 

ある0 周知のように、カナダはbilingueニケ国語 

併用の国家である。しかし、それは建前上の、政治 

上の話であって、現実には英語にかなり浸食されつ 

つあった。実際に行って見ると、ケベック州独立問 

題も理解出来る。 トロントの飛行場受付でさえ、た 

どたどしいフランス語であったので、その後私は英 

語で通さざるを得なかった。

会議そのものも、建前は英語、フランス語が公用 

であり、要旨も両用であったが、現実には英語使用 

が殆どであった。オランダでヨーロッパ中国学会議 

が開かれるのと時期が重なって、ヨーロッパの学者 

の参加が少なかったので、尚更その印象が強かった 

のかも知れない。会場はカナダではあっても国際会 

議なのであったから、それが当然であったのかも知 

れないが、今後フランス語だけでの発表は益々玆る 

であろう。

フランス人の発表も、私が牌いた限りでは、ビジ 

ョ一女史を除いて全員が英語を使用していた。私は 

要旨も発表原稿もフランス語で畜き、呑気に構えて

一 q  —



いたのであるが、ヴァンデルメルシュから「英語で 

話した方が良いJ と忠告され、会期も半ばになった 

或る日の夕方、時間を割いて英語に書き直して発表 

した。お蔭で10ばかり質問が出たが、これがフラン 

ス語であったならば、少なかったに通いない。

とは言え、その傾向は学術的にフランス語が不要 

になりつつあることを意味するものでは無い。むし 

ろ逆に、学界の現実は、フランス語習得の必要性、 

重要性を示しているのではないか、と言う印象を強 

く抱いて私は帰国したものである。

その理由はï東方学会報J N0.59にも寄いたが、 

要するに、洋の東西を問わず、フランスの学問の伝 

統に学ぶべき点はまだまだ有る、と言うことである。

これは決して手前味噌で言っているわけではない。

J東方学会報J の読者でない会員の為に、要点のみ 

をここに抄録するならば、次のようになる一

第一は、概念規定•定義の重視である。フランス 

人は、何かを謀論しようとする時には、先ず定義か 

らはじめようとする傾向が強い。話が少し混み入っ 

て来ると、冗談の時でも、Définissons.(定義しよ 

う！）と言うのを、フランスに留学した人ならば多 

少とも聴いたことがあるに違いない。そして、その 

定義からの論理の展開には独特のものがあって、中 

々我々（と言っては語弊があるならば、私）には真 

似の出来ない点がある。

そ の 「定義」が、今回の会議では少なかったよう 

である。特にそのことは、パネル、シンポジウムで 

痛感した。実は、パネルのテーマには丨前近代にお 

ける東アジアの教育J とか、 「日本文化はユニーク 

か？J などと良いテーマが多かったにも係わらず、 

実際に始まってみると、聴衆の多くはその進行にガ 

ッカリした。期待はずれの原因は、問題提起の趣旨 

とテ一マの概念規定とが、最初にハッキリと説明さ 

れなかった点にあった。それが為に、話題が分散し 

てしまって、議論は分析や問題解決でなく、概論に 

a する場合が多かった。

従って、そこにフランス人研究者が加わると、彼 

ら独特の方法論で問題の核心が明らかにされる場合 

が度々あって、伝統の重みを感じさせられた。例え

ば、 2 丨日のr東アジア文学における“古典-の概 

念j のパネルがそうであった。そこでフランスの日 

本学者、 ピジョー女史が示した方法と分析とは、実 

に見事であった。他の学者は『日本古典文学大系i 

に入っている_古典•の畨 物を使って謓 論を展開し 

たのであるが、彼女は、先 ず 「古典」の日本古代の 

定義から始めて、日太文学の古典とは何か？ を分 

析して見せたのである。さすがにsévrienne (男子 

の秀才normalienの対語。フランスは男女別学）だ 

けのことはある、と感^、したものである。

前述のような理由から、今回欧米人中国学者の参 

加は少なかったが、しかし、小数ながら参加したフ 

ランス系学者の発表内容を見ると、彼らが今回の会 

謀開催にはかなり貢献していたようである。幾つか 

の重要なパネルは Joint Committee on European- 

American Exchanges「欧米交流合同委員会』の企画 

で、中でもフランス人の参加が多かったのである。

唯、司会者がフランス人で無かったのが惜しまれる。

実は、幾つかのパネルへの参加を私は誘われたの 

であるが、余りにも時間が切迫していたのと、テ_  

マの設定理由が判らなかったので、消極的な返事に 

留めて、実際には参加しなかった。

第二は、中国宗教研究の場でのフランス語の重要 

性である。それの研究はフランス語で軎 かれるのが 

多い。 「従って、それの研究にはどうしても日本語 

とフランス語との知識が必要だj とは中国人自身の 

言葉である。事実、若手中国人研究者は参考文献に 

日本、フランスの研究を挙げていた。

因みに、昔とは違って、若手中国人研究者がその 

ように諸外国の研究にまで眼を配るようになってい 

た現状は極めて印象的であり、日本人も世界の学界 

の進歩に一層目を広く向けなければ、独り取り残さ 

れて、時代遅れになる、の感を深くさせられた。

日本人はCXは中国人は）横文字の文献は読まな 

くて良い、と言うことが今だに言われる。耳に入り 

易い意見ではあるが、 しかし、それは一を知ってニ 

を知らない意見、しかも昔の話である。何故ならば、 

そういう態度でいると、欧米人が既に発表している 

優れた研究を知らないで、それよりも劣った発表を
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する結果になり兼ねないからである。国際会謀と言 

う他流拭合で、日本人研究者が中国の亜流にならず、 

5L/0や欧米に遅れをとることなく、どのように独自 

性を、存在意義を出せるのか？ が問われている時 

代が来ていることを、改めて痛感させられた。

次回の開催校は香港大字である。この東洋学会議 

はパリで、1873年に開かれたのが:»初であった。そ 

の意味でも、本学会とは« が深い。 日仏東洋学会の 

会貝睹氏の参加が、大いに望まれるところである。

因限会》

最 近 コ ン ピ ュ 一 タ 事 情

標準 ア ス キ ー コ ー ド 決まる

-  ウ ィ ー ン • 馆 八回世界サンスクリット会 »  —

中《 英明

サンスクリット文献処理のためのコンピューター 

利用は、近年いよいよ盛んになリつつある • 本 年 8 

月27日から 9 月 2 日に、 ウ ィ ー ン で 開 催 さ れ た 『第 

八回世界サンスクリット会描 J (颁 th World Sans­

krit Conférence) においても、 コンピューター利用 

に閲して二つのパネルが開股され、 本会からは、高 

崎直道、原 実 （柬京大学）、》 山 明 （国際仏教学研 

究所）、徳 永 宗 雄 （京都大学）、矢 野 道 栈 （京都産 

窠大学）の各氏らが热 心に # 加された*特筆すべき 

は、年来の懸案であった、弁別記号付き文字のアス 

キーコード割当に閲する申し合わせが、今回急転直 

下実現したことである .

拿 拿 拿

R. E. Emuerick教 授 （Hamburg大学）の主宰にな 

る パ ネ ル r データ互換のためのサンスクリットの標 

準化 j において、Wellcome InstUute (London) の 

D* Wujastyk氏は、研究者間で不統一になっている、 

弁刖記号付き文字のアスキーコードへの割当を標準 

化することを提案された * この提案をうけて、ただ 

ち に 小 委 貝 会 （Ennerick, Falk, Larivière, Meu- 

lenbeld, Wujastyk,徳永、矢野、 中谷）が組織され、 

皙定案が採択された *

それは、古典サンスクリットに必要な文字は、大 

文 字 • 小文字共に 224番 以 降 に 劄 当 て （但し 2258の 

ベータは独 » の沒として使用されるので外す）、ヴ 

エーダ狃、中期インド紐は、 アクセントや母音の丧  

短記号付き文字も含めて 128番から223番の間に適宜 

振り当てたものである • またタミール W も考廑され、 

2 文字が付加された， チベット fflは考庙 しない事と 

なった，詳細は、筆 者 が 『印度学仏教学研究』 （平 

成 3 年発行）に報告したので参照されたい，

この案は、あくまで暫定的なものであリ、修正提 

案があれば、Wujastyk氏または筆者まで寄せられた

い• 必 K な修正を付した後、国際サンスクリット学 

会事務局から各国研究者にまもなく通知される予定 

である，

今後この方式によって入力されたデータは、変換 

ブログラムなしに直接交換可能とになり、非常な利 

便が期持される • なお既存データの交換に間しては、 

H. Falk氏 （Freiburg大学）が 、 自身で開発された 

変換プ Clグ ラ ム U B M 用〉 を各国研究者の利用に供 

することを申し出られた，

フランス便り

『インド文明研究所報』 

発刊される
コレージユ • ド •フ ラ ン ス の G. FUSSMAN教授は、 

1990年 9 月付けで、 主として外国人研究者に宛てた 

< LETTRE D*INFORMATION DE V INSTITUT DE CIVIL- 

ISATION INDIENNE》 を発刊された• 1 4頁からなる第 

1 号は、次の項目を含んでいる。なお、英語のタイ 

トルは、英訳が添えられている項目である。

1 .  Éditorial.

2. Cours et Conférences du College de France 

(1989-1990).

3. International Seninar.

4. The Library.

5. A list of indoloical books pubiished in 

France (1989-1990).
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6, Indological papers prionted in the main 

French Oriental Jcurnals (1869-1990).

K  Éditorialは、 『所報』発刊の祺 ffl、 1928年 

Ênile SENARTによって削立されて以来のインド文明 

研究所の歴史、その現在の機構と活動などを詳述す 

る。

2 .  はコ レ ー ジ ュ • ド•フランスのインド学間係緒 

講 箱 一 覧 （客貝教授による拊汍を含む）。

3 .  は 1991年秋、パリで開催予定の日仏シンボジ 

ウ ム の 予 告 （本眛 23頁参照），

4 .  印度文明研究所付属図畨 館の利用祥細。

5• 及 び 6• の畨 誌は、本誌にそのまま戟録するこ 

ととする（本誌 9 頁以下参M ) 。

最 近 1 年問のフランスにおけるインド学関係の主 

要活動がすべてわかり、外国のインド学者にとって 

至便のガイドとなっている。取り寄せ希望者は、 

DIFFUSION DE BOCCARD,

11 rue de Médicis, 75006 Paris 

まで申し込まれたい。

フランス畨

フラ ン ス 書 新 刊 紹 介

离 日 時 雄

リ • ヒジx M  5 世紀韓国の活字印刷』

Hee-Jae LEE, La typograpme coréenne au XVe 

siècle. Paris:Edi tions du C. H. R. S..1987, XXV+ 

209pp.. 120F.

韓国には印刷史上に誇り得べき遗 産が三つある。 

第一は七世紀前半に遡ると見られ、現存する世界最 

古 の 印 刷 物 「無垢浄光大陀羅尼経」 であり、ニは备  

本 の 誉 れ 高 い 「高鹿大蔵経」、そして最後に本 «の  

主 ® である世界最初の金属活字印刷である。活字は 

北宋時代に畢昇が粘土に膠を混ぜたものに字を刻し、 

それを焼き固めて作ったのが最初とされるが、金属 

活字による印刷が大 fiかつ精巧に行われるようにな 

ったのは 1 5 世紀の W 国においてであった。 あたか

も西方でグーテンベルクが活字印刷を開始する時期 

である。 それ以前に印刷術をもたなかった西方世界 

と、すでに S い整板の歴史を有した東方とでは、活 

字印 JS丨丨が社会に与えた影®の度合いを云々すること 

は初めから無理である。 しかし李朝の活字印刷が東 

アジアの印刷史上における画期的な発展であったこ 

とは疑いを容れない。 その得失と最終的収支につい 

ては検討してみる必要がある。

本害は活字印刷の絶頂期 1 5 世紀に焦点を当てて 

躲 国活字印刷史を描写しようとする。 その纪 述する 

ところは諸種の活字钫 造の紹介から、印刷を司る役 

所の歴史的変遷はもとより、紙 • S などの印刷素材、 

製本の技術や様式にまで及ぶ。豊 富 な 図 版 （3 5 枚） 

もテキストの理解を助けるのに十分である。锊 国で 

は活字印刷について数多くの窖物が出版されていて、 

深く研究しようという向きには参考畲に事欠かない。 

ただヨーロッパでは恐らく本畲が最初の® 著であろ 

う。専門にわたる詳細な纪 述を求めるのは無理とし 

ても、 ヨーロッパ人向けのこのような窖物の方が我 

々一般読者にとっては « 国活字印刷史の槪 18を得る 

上でかえって便利だということもあるのである 0 

構成を示すため目次を訳載すると、次のようであ 

る0

第 1章 ：癸未字（1403)の出現 

第 2 章 ：世宗時代の活字 

第 3 章 ：1 5 世紀後半の活字 

第 4 章 ：活字印刷の技術 

第 5 章 ：韓国の印刷術に関する試掄

最後に、本 畜 に はすでにギメ美術館の Francis 

Macouin氏による簡明な紹介があることを付記してお 

こう（Arts Asiatiques. Tone XVIII.1938)〇

フランス沓

最新号の目次
— フランスの雑 雜 か ら 一

I . Journal Asiatique (餌牧克己）

2. T’oung Pac [通報 ] (高日時雄）
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J o u r n a l  A s i a t i q u e

Tome CCLXXVH,1-2 (1989)

論文

H.Hugonnard-Rcx:he, Aux origines de l'exégèse 

orientale de la logique d’Aristote: Sergius 

de ReS^ina (f536), nédecin et philosophe. 

(アリス卜テレス論理学の束洋的注釈の起源••レシ 

ャイナのセルギウス（丨5 3 6 ) 、 医師= 哲学者） 

M.bazin, L'habitat rural dans la vallée de 

l’Euphrate à 丨’est de Malatya<Turque>.( トル 

コ、マラティヤ東のユーフラテス川流域村落居住 

形態）

B.Brac de la Perrière, L*histoire des neuf 

kharuirt: un recueil de textes administratifs 

birmans du 18éme siècle• ( • 九 カ ルイン* 区画 

の歴史：18世紀ビルマ行政文窗集成）

S.Mauclaire, Collectivités et maisons dans la 

civilisation japonaise traditionnelle. II.

Sur le concept de uji •(伝統的日本文明におけ 

る集団と家，I丨• 氏の概念）

M.Debergh, Une carte oubliée du P.Ferdinand 

Verbiest (1674) dans la collection Sturler de 

la Bibiothèque Nationale de Paris•(バリ国会  

図書館所蔵Sturlerコレクション中の従来未注目 

のLe P. Fernand Verbiestの地図（1674年作成））

J o u r n a l  A s i a t i q u e

Tome CCLXXVII. 3-4 (1990)

論文

D.Lion-Goldschinidt, En souvenir de Madeleine 

Pau卜David. (Madeleine Pau卜David 追悼記） 

D.Gimaret, Cet autre théologien sunnite： Abu 

卜’Abbâs a卜Qalânisi. (もう一人の回教神字者

ア ブ ー . ア ル ア ツ バ ー ス • アルカラ一二シー）

Ph.Raniirez, Esprits ennemis, esprits alliés： 

la cosmologie politique des sociétés de 1 Aru- 

nachal Pradesh, Inde• ( 敵と味方：インド、ア 

ルナチャルブラデシュの諸社会の政治的宇宙創成

論）

B.Brac de la Perrière. L'histoire des neuf 

kharuifî： un reçuei】de textesadninistratけs 

birmans de 18èine siècle (deuxième partie).

九カルイン•区画の歴史：18世糸己ビルマ行政文 

害 集 成 U U )

K.Buffetrille, La restauration du monastère de 

bSam yas： un exemple de continuité dans la 

relation chapelain-donnateur au Tibet? (サム 

エ寺の修復：チベットの”導師-施主”閱 係の継 

続の一例？）

J o u r n a l  A s i a t i q u e

Tome CCLXXVII],1-2 (1990)

論文

B.Aggoula, Divinités phéniciennes dans un pas­

sage du Fihrist d'Ibn al-Nadira. ( イブンア  

ンナディ一ムのrフィフリストJ の一文に於ける 

フ* ニキアの諸神格）

A.Dotan. De la Massora à la grammaire, les dé­

but de la pensée grammaticale dans l'hébreu.

( rマソラJ から文法へ、へブライ語に於ける文法 

的思考の始まり〉

M.Schneider, Renarques au sujet des inscrip­

tions arabes de Mârîb. (マーリブのアラブ諸碑 

文に間する若干の注記）

A.Christol, Les édits grecs d'Asoka: étude 

linguistique (2).(アシ3 -力王のギリシャ語 

訳勅令：言語学的研究(2>>

Ch.Bouy, Matériaux pour servir aux études upa- 

nisadiques, I. Un manuscrit sanskrit de Tan- 

jore.(ウバニシャッド研究資料、（I> タンジョ 

- ルのサンスクリット写本）

Ang Choulean, La comnunauté rurale khmère du 

point de vue du sacré. (聖なるものという観点 

から見たクメ- ルの村落共同体）

K.Barat, Singqo Sâli Tutung, Traducteur du 

Sâkiz Yükaàk Yaruq Non? ( 『セキズユクメク
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ヤルク ノ ム J の翻訳者、シ ン コ セリトウトウ

ン）

F.Girard, Le journal des rêves de Myoe, moine 

japonais de 1 école Kegon. ( ®厳宗の日本僧明 

惠上人の夢の記〉

5SÜ宰艮 T*oung Pao, Vol.LXXV, Livr.1-3 

論文

Luc Kwanten, The Structure of the Tangut [Hsi 

Hsia] Characters•(西夏文字の構造）

A.P. P.Hulsewê, Founding Fathers and yet For- 

gotten Men. A doser look at the Tables of 

the Nobility in the Shih chi and the Han shu. 

(建國の父老にして忘れられた者たち、史記及び漢 

害功臣表の檢肘）

Christian Lamouroux, Les contradictions d*un 

système hydraulique： l'exemple du bassin de

la Huai sous les Song du nord•(水利システムの 

矛盾：北宋の淮河流域を例として）

害秤

Donald Daniel Leslie, The Chinese-Hebrew Memo­

rial Book of the Jewish Comr.unitY of K*aifeng# 

par Lawrence V. Berman et Albert E.Dien 

Irina Tigranovna Zograf, Mongol’ sko-kitajskaja 

interferencua. Jazyk mongol'sk〇ji kancel̂ arii 

v Kitae, par Françoise Aubin 

Anne Chayet, Les temples de Jehol et leurs 

modèles tibétains, par Françoise Aubin 

André Lévy, trad. et ann., Pleur en Fiole d Or 

^Jin Pinp Mei cihua), par W. L. Idema 

Susan B.Hanley and Arthur P.Wolf, eds.t Family 

and PoDulation in East Asian Histor̂ . par H.T. 

Zurndorfer

Kang-i Sun Chang, Six Dynasties Poetry, par A.

G.Blankestijn

A list of indological books published in France (1989-1990)

This list has bccn compiled with the help of École Française dTxtremc Orient, 
Laboratoire d*ethnologic et de sociologie comparative (Univcnité Paris X-Nan- 
terre) and ER 299 du CNRS (Milieux, société et culture en Himalaya). Wc apo- 
logizc for any possible omissions.

Publications de ïInstitut de Civilisation Indienne.

Availablc from DIFFUSION DE BOCCARD,11 rue de Médicis, 75006 Paris.

C. CAILLAT éd., Dialectes dans les littératures indo-aryennes. Publications 
de rinstitut de Civilisation Indienne, fasc. 55, Paris 1989, pp. XVI +580, 550 F. 

A collection of essays in the Frcnch and English languages about dialectal va­
riations in Vcdic Sanskrit (T. Y. Elizarcnkova, E. Pirart, G J. Pinault, M. Wit- 
zcl), Classical, Epie and Buddhist Sanskrit (S.D. Joshi, R. Salomon, D. Seyfort 
Rucgg, O. von Hinübcr), Pâli (K. R. Norman, J. Sakamoto-Goto), A^okan Pra- 
krits (C. Caillat), Gandhari (G. Fussman), Jaina Maharashtri (N. Balbir), Pan- 
jabi (D. Matringc), Bunishaski (A. Frémont) and Old Khmcr (S. Pou).

A. ROSU éd., Gustave Liétard et Palmyr Cordicr, Travaux sur Vhistoire de la 
médecine indienne. Documents réunis et présentés par A. Roju, Publications de 
rinstitut de Civilisation Indienne, fasc. 56, Paris 1989, pp. CXXII + 616, 500 F.
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Collcctcd papcrs of two Frcnch historians of Indian mcdicinc (ayurvéda). Dr. 
Roju, who edited thcm, also contributcd a thorough introduction dcaling with 
thc historiography of ayurvéda, biographies and bibliographies of G. Liétard 
and P. Cordicr, an English summary of the contents of their papers, and an 
index.

F. ST A AL, Jouer avec le feu. Publications de Tlnstitut de Civilisation In­
dienne, fasc. 57, Paris, in print (to be relcased in December 1990).

A séries of lectures about Vedic fire ritual and its supposcd mcanings.

L. SELBURN, Études sur le sivaïsme du Cachemire, École Spanda, Spanda- 
Icârikâ, Stances sur la vibration de Vasugupta et leurs gloses. Publications de 
rinstitut de Civilisation Indienne, fasc. 58, Paris, in print (to be released in De­
cember 1990).

A French translation, with an intrcxiuction, of Vasugupta*s Spandakarikâ.

L. KAPAN1， Le concept de scvpsk^a dans le brahmanisme et le bouddhisme， 
1ère partie, Publications de rinstitut de Civilisarion Indienne, fasc. 59, Paris, in 
print (to bc released Spring 1991).

A study of thc philosophie al, psycho-soteriological, cthical and ritual aspects 
of thc concept of samskSra in Brahmanical and Buddhist thoughts.

Publications de ïÉcole Française d'Extrême-Orient.

Available from ADRIEN-MAISONNEUVE,11 nie Saint Sulpice, 75006 Paris.

R. GARCIA et C. CHAMPION, Littérature orale villageoise de l'Inde du 
nord. Chants et rites de V enfance des pays cTAoudh et bhojpuri. Publications de 
TÉcolc Française d^xtrême Orient CLin, Paris 1989, pp. 330, 290 F.

A Frcnch translation of Avadhi (from Indu Prakash Pandc ŝ collection and Tul- 
sT D is’ and Bhojpuri (from Krishnadev üpâdh^Syà’s collée-
tion) songs for childhood-

M. BIARDEAU, Histoires de poteaux, variations védiques autour de la Déesse 
hindoue  ̂ Publications de TÉcolc Française dTxtrêmc Orient CLIV, Paris 1989, 
pp. XII + 356,108 photographies, 310 F.

A comparative and ethnographie study of the Tclugu god Potu Raju (whose 
représentation is a short woexien post) tracing its links with kindred village 
gods, the hindu Goddcss and vedic ritual.

M. L. REINICHE, Tiruvannamalai, un lieu saint sivaïte du sud de Vlnde, 4, 
Ld coザ ÿwrflrion 知 ど  d“ 化^p/e W/ufott， Publications de l’École Fran- 
çaisc dTxtrême Orient CXVI, Paris 1989, pp. XVIII + 242,105 F.

Part of a largcr study (fivc volumes are planncd) devoted to thc Tiruvannamalai 
Siva temple. In thc présent volume, lhe investigation covcrs mostly lhe ritual 
services, mainly priesthexxi, temple management and patronage as wcll as thc
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dcity^ status.
Other volumes, planned to bc relcascd in 1991, arc 1 The inscriptions, 2 Lar­
chéologie du sitey 3 Rites et fêtes, 5 La ville.

J. POUCHEPADASS, Paysans de la plaine du Gange, Croissance agricole et 
société dans le district de Champaran (Bihar) 1860-1950, Publications de l'École 
Française d’Extrême-Orient CLVII， Paris 1989, pp. XL + 658, 21 cartes, 380 F. 

A dctailcd study of agrarian cconomy and society in Champaran (Nonh Bihar) 
from 1860 to 1950.

Publications du Centre National de la Recherche Scientifique.

Availablc from LIBRAIRIE DU CNRS, 295 rue Saint-Jacques, 75005 Paris 
and PRESSES DU CNRS, 20-22 rue Saint-Amand, 75015 Paris.

G. KRAUSKOPFF, Maîtres et possédés. Les rites et Vordre social chez les 
Tharu (Népal), Éditions du CNRS, Paris 1989, pp. 276, 66 figures et photos» 8 
planches couleur, 215 F.

Based upon an ethnography of rituals, this book brings out the proccss by 
which lcx)scly structurcd original Tharu social units hâve been mouldcd into a 

ccntraliscd scxncty. This ritual ccntralizaüon cx:cured under the influence of the 
Ncpali hindu kingdom and of the KSiphata Yogis, who played a lcading part in 
the history of the Dang valley.

A. PADOUX éd., Limage divine. Culte et médiation dans l'hindouisme, Édi­
tions du CNRS, Paris 1990, pp. 180,10 photographies, 200 F.

A collection of cight papers by meraben of UPR 249 du CNRS. They dcal 
with the interaction between mental and concrète images of the deity in temple 
and domcstic worship, as well as in méditation. The contributors are A. Padoux 
(general inrroduction : Yogimh[dayà)t H. Brunncr (âgama-s)9 A. Sanderson 
(Trika), G. Colas (Vaikhânasa Vaijqavas), C. Clémcntin-Ojha (Hindu cuits), 
A. Vergati (Newar lincagc cuits), B. Bàumcr {Vâstusutra Upanisad), F. Chenet 
(philosophy).

Mémoires de la Délégation Archéologique Française en Afghanistan.

Availablc from DIFFUSION DE BOCCARD,11 rue de Médicis,75006 Paris.

G. FUSSMAN et O. GUILLAUME, Surlch Kotal en Bactriane, volume H, Les 
trouvailles : monnaies et petits objets, Mémoires de la D AFA, tome XXXII, Paris 
1990.

Second part of the final repon of the Surkh Kotal kushan excavations, dealing 
with coins (G. Fussman) and ancfacts (O. Guillaume).

Mémoires de la Mission Archéologique Française en Asie Centrale.
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Availablc from DIFFUSION DE BOCCARD,1 i rue de Médicis, 75006 Paris.

H.-P. FRANCFORT, Fouilles de Shortughaï. Recherches sur l'Asie Centrale 
Protohistorique, Mémoires de la MAFAC, tome IIt Paris 1989, 2 vol. (vol.I, pp. 
518 +42 figures; vol.II, PI.105 (dessins) + XLII (photographies).

Final report of the Shonughaï (Northern Afghanistan) excavations. First estab- 
lishcd as a kind of Harappan outpost in Bactria, Shortughaï' was subsequently 
integrated wiihin the Ccntralasiatic complex ( Molalli, Dashly and Bishkent 
cultures). This report is noticeable by lhe author*s attempt to bring out a new 
kind of archacological report. The conclusion deals with the intricate problems 
of Ccntralasiatic bronze âge chronology as a wholc and population changes, 
among them the in-coming of the Aryas.

P. GENTELLE, Prospections archéologiques en Baerriane Orientale (1974- 
1978) sous la direction de J.-Cl. Gardin; I, Données paléographiques et fonde­
ments de l'irrigation. Mémoires de la MAFAC, tome III, Paris 1989, pp. 218, 31 
cartes,16 planches de photographies.

Gcomorphological study of lhe Oxus lowlands whcrc Shortughaï was built.

Other publishers.

J. BOURLIAUD, J.F. DOBREMEZ, F. VIGNY éd.f Sociétés rurales des Andes 
et de ^Himalaya, Actes du colloque "Méthodologie des recherches pluridiscipli­
naires sur les sociétés rurales de montagnes - Andes et Himalaya (Grenoble, juin 
1987), Versants, Grenoble 1990, pp. 254.

Fifteen symposium papers (out of 2t total of 33 papers) focussing on rural lifc 
in the hills of Centrai Népal. They dcal mainly with the mcthodology of that 
type of rcscarch.

C. CLEMENTIN-OJHA, La divinité conquise, Carrière dune saintey Société 
d*ethnographie et Univenité de Paris-X NanterreJParis 1990.

An account of lhe life of Sobhl MÎ» bom in 1921 from a family in 
Eastem Bcngal.She bccamc head of a vaisnava monastery and a deified guru.

A. DEGRACES-FAHD, Upanisad du renoncement (sarjinyasa-upanisad)j 
L'espace intérieur n* 36, Fayard, 75 rue des Saints-Pères, 75006 Paris,1989, pp. 
461, F .180.

A French translation of 19 samnyasopanisjcuU with a long scholarly intnxluc- 
tion (164 pages), bibliography, notes and index.

O. HERRENSCHMIDT, Les meilleurs dieux sont hindous, L*Âgc d^omme, 
Lausanne,1989, pp. 303.

A séries of anthropological essays on village (mainly Andhra Pradesh) hin- 
duism.

J.M. LEGER et P.D. COUTE, Bénarès, un voyage d!urbanisme  ̂Éditions Créa-
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phis, 79 rue du Faubourg Saint-Martin, 75010 Paris,1989, p p .152, nombreux 
dessins et photos, 280 F.

Catalogue of the exhibition on Banaras urbanism, held in Varanasi for the ycar 
of France in India. Papcrs, drawings, and photographs mainly by K. Rôrzer 
and Khandu Dcokar.

R. LINGAT, Royautés bouddhiques (Asoka. La fonction royale à Ceylan), Re­
cherches d'histoire et de sciences sociales n* 38, Éditions de TÉcolc des Hautes 
Études en Sciences Sociales, 54 Boulevard Raspail,75006 Paris, 1989, pp. 271, 
160 F.

A sériés of lectures by the latc Prof. R. Lingat, posthumously edited by G. 
Fussman and E. Meyer. They deal with the nature of bu^dhist kingship as 
evidenced from Afokan inscriptions and legends and from Sri Lankan history.

Ch. MALAMOUD, Cuire le monde, Rite et pensée dans ilnde ancienne. 
Textes à Tappui, Éditions La Découverte,1 Place Paul Painlevé, 75005 Pans, 
1989, pp. 335, 240 F.

Collected papers of Ch. Malaraoud. Thcy dcal mostly with the reladonship 
between rites and thought in vcdic and brahmanical texts.

M. WUAYARATNE, Le Bouddha et ses disciples, Patrimoines (bouddhisme), 
Éditions du Cerf, 29 Boulevard Latour-Maubourg, 75007 Paris 1990, pp. 262, 
160 F.

A French translation of 27 buddhist canonical pâli sutta-s.

F. ZIMMERMANN, Le discours des remèdes au pays des épices. Médecine 
et sociétés Payot, Éditions Payot,106 Boulevard Saint-Germain, 75006 Paris, 
1989, pp. 310,190 F.

An ethnological and ecological study of ayurveda as excmplified in today Ké­
rala, mainly by the latc Astavaidyan Vayaskara N.S. Moos, from texts and 
Personal fîeld rcsearch.

Indological papers printed in the main French Oriental Joumals
(1989-1990).

Arts Asiatiques (Editor : Musée Guimet, Place d*Iéna, 75116 Paris).
Availablc from ADREEN-MAISONNEÜVE,11 rue Saint-Sulpice, 75006 Paris).

Tome XLIV, 1989: W.H. Siddiqui, ,fA Tughluq garden in New Delhi"; G. Bé­
guin and F. Drilhon, "A Newar bcxihisattva in Musée Guimct"; R. Jéra-Bézard 
and M. Maillard, MCentralasiatic buddhist banners". Acquisitions and exhibitions. 

Tome XLV, 1990, not yet released.
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Bulletin de iÉcole Française d  Extrême Orient (22 rue du Président Wilson, 
75116 Paris. Availablc from ADRIEN-MAISONNEUVE.l1 rue Saint-Sulpice, 
75006 Paris).

Tome LXXVII, 1988 (releascd 1990): G. Fussman: "Buddha and bodhisattva 
in Mathura an, from unpublishcd Kushan inscriptions'1; J. Delochc, "Musical ins­
truments in Hoysala sculptures"; A. Barcau, "Bcginnings of Buddha*s prédication 
according to the Ekottarâgama,i\ P.S. Filliozat, "Sadyojyoti's tattvasamgraha'\ U. 
Niklas, "Introduction to Tamil prosody".

Bulletin d!Études Indiennes (Association Française des Études sanskrites, Instituts 
d^xtrême-Orient, Collège de France, 52 me du Cardinal Lemoine, 75231 Paris 
Cédex 05).

N* 7,1989, not yct releascd.

ル wr/w/ <3 rue Mazarine, 75006 Paris). Available from LIBRAIR正

ORBENTAUSTE PAUL GEUTHNER,12 rue Vavin, 75006 Paris.
Tome CCLXXVH, 3-4, 1989: Ph. Ramirez, 'Cosmology and politics in Aru- 

nachal Pradesh".
Tome CCLXXVIII, 1-2, 1990: A. Christol,,fA study of the loan-word srame- 

nai in Aiokan Grcck (RE XIII, G)"; Chr. Bouy, "About the texts of the Atma- 
prabodha, Mah3, Paingala, Tejobindu and Yogcuattva-Upanisad-^.
/  Tome CCLXXIX, 1-2, 1991: G. Fussman, "A Gandharan inscribed mask of 
Siva".

Purusartha (Centre d'Études de Tlndc et de TAsie du Sud, École des Hautes 
Etudes en Sciences Sociales, 54 Boulevard Raspail,75006 Paris).

n# 12,1989, "Prêtrise, pouvoirs et autorité en Himalaya " edited by. V. Bouil­
lier et G. Toffin : G. Toffin, "Tantrism and Vedic Heritage among the Rajo- 
padhyaya Brahmans of Népal"; A. Michaëls, "Pasupati  ̂ Holy Ficld"; D. Vidal, 
"Being a Priest in Himachal Pradesh"; G. Krauskopff, "Political Centralization 
and Priesthexxi System among the Tharu in Dang (Népal)"; A. de Sales, MThe 
Kham-Magar Chamans"; B. Steinmann, fThe Powers of the Tamang Priest '; P. 
Dollfus, "Village’s Lama of Ladakh"; D. N. Gcllncr, "Monkhood and Priesthood 
in Newar Buddhism”； V. Bouillier, "Yogis and Kingship"; M. Gaborieau, "Powers 
and Authority of the Sufis in the Himalayas".

フランスからの来日

ジェルネ氏が 

日本学士院客員に

ジ ャ ッ ク . ジ i ル ネ Jacques GERNET教 授 （コレ 

— ジユ • ド•フランスCol lège de France•フラン 

ス 学 士 院 会 員 membre d e l’ Institut• 中国学）は、 

平 成 2年 1月 1 2 日に日本学士院が開催した第八百 

三十五会総会において、 日本学士院法第六条により、 

日本学士院客貝に選定された。

そして日本学士院の招聘により、 10月26日から11(福井文 》 )
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月 8 日まで、夫人同伴で来日された。29日午前11時 

に日本学士院を訪問し、脇村莪太郎院長と懇談。同 

席者は吉川逸治氏などの関係会貝と川名一成事務長、 

鎌田事務官他を含めて10数名。その内で日仏東洋学 

会関係者は、 山本達郎、秋山光和、彌永昌吉、福井 

文雅の五氏であった。学士院の会議場や図書室など、 

内部の案内を受け、教授はS己â:メダルを授与された。 

その後、上記の人々と共に、上野褚養軒でディナー 

形式の昼食会に臨み、更に懇談を絞けられた。

同日午後、 ジx ルネ教授は日仏会館での東洋学関 

係者懇談会（別項記事、# 照）にも出席し、夕刻は 

日仏会館•財団法人東方学会•日仏東洋学会共催の 

講演会で講演、統いて日仏会館学長主催、東方学会 

後援の歓迎レセプションに臨まれた。

30日は10時半に東京大学東洋文化研究所を訪問、

池田温所長や溝ロ雄三教授（中国哲学）他の研究者 

と懇談され、山上会館地下の特別食堂で昼食。午後 

同大学文学部を訪問された。なお、 この日以降は、 

フランス極東学院l’Ecole française d’Bxtreme- 

Orientの新院長として、アジア諸地域の支院歴訪の 

旅で丁度来日中であったレオン.ヴァンデルメルシ 

ュ Léon VANDERMBBRSCH教授夫赛 が、教授に同伴す 

る場合もあった。

同日19時半から、 フランス大使館公使主催夕食会。 

31日は、昼に上智大学アジア文化研究所を訪問し、 

所長の石澤良昭教授と昼食を共にされた。

11月丨日に宿舎ハ•レス •ホテルを出て、京都に出 

発。興賭宏教授（日仏東洋学会•代表幹事）の出迎 

えを受けた。MUe Botteroボッテロ女士他の案内で 

京都大学人文科学研究所を訪問。 2 日夜は島田虔次 

京大名誉教授を始め、興腊宏、坂出祥伸、碾波護、

高田時雄、H •デュルト、ボッテロ、御牧克己の八 

氏 が 「海皇J で催した招宴に出席した。 4 日は抄心 

寺花園会館での東方学会総会に出席、怒親会で挨拶 

(福井が学士院での歓迎行亊や日仏会館での講演等 

について補足招介）。

京都ホテルに四泊のあと、 5 日〜7 日は、教授の 

希望で広島、宮島、大三島、今治、高松、岡山を遊 

覽〇 8 日午前、大阪を発って成田空港経由、同日無

事帰国された。 この旅行には、吉田敏行•日仏東洋 

学会会員が案内役として随行した。

ジェルネ氏講演会

福 井 文 雅

10月29日18時半から一時間余、 日仏会館二階会諶 

室でジx ルネ教授の講演会が開かれた。 日仏会館に 

加えて、今回は財団法人東方学会が特に共催に加わ 

り、受付係を始め、講演後のレセプションにまで配 

慮して戴けたことは望外の幸いであった。進行役を 

秋山光和学術委貝会委員長が務め、開会の辞をセ力 

ルディ学長が述べ、 ジュルネ教授の紹介を山本達郎 

東方学会会長•日仏東洋学会名誉会長がなされた。 

題目は Comment il faut lire l’histoire : une 

note sur les idées de Wang Fuzhi (1619 -1692) 

r歴史の読み方一王夫之の思想の一面j 。通訳には 

明 神 洋 （みょうじん•ひろし。早 大 •東洋哲学•大 

学院博士課程修了） と吉田敏行（早大仏文専修）と 

が当った。二人とも日仏東洋学会会員である。 しか 

し、質疑応答に入ると、デュルト氏その他、 日仏東 

洋学会会員が入れ代わり立ち代わり通訳に加わり、 

大変に温かい、sympathiqueな雰囲気で終了した。

会場には前記懇談会への出席者に加えて、フラン 

ス駐日公使シュプルナ氏Jean-Jacques SUBRENAT, 

Ministre de l’Ambassade de France やジラール氏 

も見えて、会場は超溝員になり、セカルディ学長は 

「常連でない来会者の顔も多く見かけて、大変有り 

難い〇 J と閉会の辞に喜びの気持ちを述べられた。 

講演に続く学長室でのカクテルも盛況であった。

因みに、 この講演原稿のフランス文はPrusekブ 

ル一シx ッ ク 教 授 ■念論集に贈られ、邦訳文のみが 

「東方学i 82» (1991年 7月）に掲載されることに 

なっている。
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消A

会員消息
(会员 各位からの申告をお待ちします）

大地原豊氏が人文科学 

アカデミー客員会員に
本会顧問、大 地 原 登 氏 （京都大学名誉教授、サン 

スクリット学；は、 フランス学士院人文科学アカデ 

ミ ー (Académe des Inscriptions et Belles -et- 

tres ) の ：990年 6 月29日の会格に於て、その客員会 

貝 （ccrrespondant étranger)に逍出されたe 我が 

2 では、やはり本会难 問である秋山光和ヨ仏会館学 

術委員会委貝畏に次いで二人目の栄昝であり、 この 

朗報に浚し、一同心からお祝い申し上げる*

大地原登氏は 1923年京都生まれ。 こ954年フランス 

政府給 » 留学生として渡仏、故Louis RENGL教授に 

師事し、インド文法学を修めた•その成果はパーニ 

ニ 文 法 の 注 釈 进 ”Kâéikâ-vpti”の 仏 訳 3 卷 （1860, 

1962, 1967年）としてパリから刊行された* Société 

Asiatique名餮会員• パ ル ム •ア カ デ ミ ッ ク （シユ 

ヴァリェ）受勲 •

渡仏記

フ ラ ン ス で暮らした九ヶ月

坂出祥伸

昨 年 （一九八九年）七月十日から今年三月末日ま 

で、およそ九か月間を、勤務先•関西大学の在外研 
究員としてフランス（ブザンソンおよびパリ）に潘 
在し、学問上はもとよりのこと、風俗 •生活s 憤な 
どの面でも知見を広めてきた。
私を引き受けて下さったのは、主として国立髙等 

研究院 École Pratique des Hautes Etudes の第五 
部門 •宗教学 Science Religeusesのシッペール教 
授 Kristofer Schipperであり、主たる目的は、シ 
ッペール教授のもとで道教谌 礼を研究することであ 
った• なお、同じ第五部門のヴァンデルメルシュ教

授にも、私の受け入れ、宿舎の手K 、浯学研修など 
について細々と御配班:をいただいた。

I、ブザンソンの语 学研修

七月九日早朝、パリのシヤルル. ド•ゴール空港 
に着くと、シッペール教授みずからの出迎えを受け、 
車で6区のサンジェルマン.デ •ブレに近いブレ.
オ.クレールにある小さなホテルまで運んでくださ 
った• ここは、すぐ近所に住むジ+ ン= ノェル•ロ 
ベ~ ル 氏 （日本の天台宗を研究し、一九八八年度黒 
沢 •クローデル貧を受赏 。 C N R S 研究員。今年十 
一月よりオートゼチュ一ドに新設の日本仏教部教授 
に就任予定）のお世話による。ここに十五日まで、 
つまりパリ祭（昨年はフランス革命二百周年）の翌 
朝まで泊まった後、T G V で三時間東、ブザンソン 
Besançonへ向かった• ここはスイス国境に近い、 
フランシュ.コンテ地方の中/！:、都市で人口は十二万 
ほどの小さな町だ# 町の中部はドゥーブ川に囲ま 
れているが、その周辺は見渡すかぎり牧場とプドウ 
畑が広がっている。ここの大学の応用語学センタ一 
で一 か月半、 フランス語会話の強化訓練を受けた， 
月瞄日から金喵 日まで一日五時間の授業は、私のよ 
うな® 齡者にはかなりきつかった。けれども、モン 
ペリェ、ェクサンブロヴァンスなど他の大学の2 期 
« g よりも授業時間は多いらしいし、まったくの田 
舎町でこれといったIB光向きの名所旧跡もない。地 
中海沿岸のリゾート地のようなざわめきもない。と 
いうわけで、本気でフランス語会括を勉強しようと 
いう若い人には、ぜひここで、とおすすめしたい。 
日本人で目立ったのは、ここの大学と特別な関係に 
ある青山学院大学仏文科の学生が十数名来ていた程 
度で、そのほかには、企業マンや外務省研修生が若 
干いたが、彼らはじつに真剣に勉強していて、いい 
雰囲気だった。なお、この地では#山学院大学仏文 
科の中条忍教授御夫妻および外人講師ミシX ル.ジ 
ャック先生のお世話になった》

n、バリ•国際大学都市での生活

九月一日からはパリに戻り、国際大学都市（シテ 
.アンテルナシオナ一ル• ド.リユニヴェルシテー 

ル）の中にある日本館で、とりあえずバサジi 一ル 
として一か月をすごした•同じ館内におられた立教 
大の朝比奈誼教授、岡山大仏文科の佐藤堪教授の面 
逸を得、特に佐藤教授には三月まで何かにつけお世 
話になった•パサジ一 ルの宿泊« は一泊一三O F 、 
一か月三九O O F ととても高くつくので大久保館县  
(名古屋大法学部教授、本学会会員）に必要害類を 

提 出 （これが実は色々あり、しかもすベて仏文で記 
載するので煩わしい，例えば海泉徴収票をフランス 
語に害き改める〉して、レジダン（宿 泊 »— か月一 
八O O F ) に切り換えてもらうことにした。といっ 
ても、できることなら日本人の多い日本館にそのま 
まと希望していたのだが、それは叶わず、十月二日 
にモナコfôに引越した。

モナコ館はブールヴァーノレ•ジュルダン47ACあ 
り、日本館から歩いて十五分ぐらい• R E R のシテ

-16-



.ユニヴェルシテールとメトロのボルト.ドルレア 

ンの中間ぐらい，ここでの生活は、まずまず快適だ 
った。というのも、部厘小型冷蔵麻と a 通の诏 話 
があるから、何といっても便利だ。私の部屋は二階 
で、调 理室は一陛にあるが、自坎する者はほとんど 
いない（同じ階にアジア系がいないので）から、私 
が独占しているようなもの。大学都市の中にレスト 
ランがニつあり、一食10F弱でとても安いのだが、 
油っこい料理ばかりなので胃瞄をこわしそうだった。 
ただ、秋ごろにオーブンしたイスバニヤ館地下レス 
トランだけは、4 5 Fもするだけに、おいしく、特に 
パエリヤがロにあった。モナコ館の日本人は、明治 
学院大 •石井坦先生（数学）、お茶の水女子大•宮 
岛 崙先生（社会学）、多摩美大•檜垣® 先 生 （絵画） 
と私の四人だけ。この方々とお話する機会はあまり 
なかったが、すぐ近くのキューバ館に住まわれてい 
た京都大仏文科の広田昌義教授とは、時々外で食事 
したり、私の部屋で夜おそくまで話したりした。
国際大学都市での生活記録は見かけたことがない 

ので、今後利用される方には、簡単ながら、多少お 
役に立つかも知れないと思い、特に記した。

DI、講義•コロックなどへの出席

十月に入ると、大学や研究機関の活動が始まる。 
それにともない、コロックや講演会も開かれるよう 
になる。私が出席したのは、まず、十月二日から四 
日まで、バリ第一大学のマレにある研究所で開かれ 
た、 「宗教とアジア社会j Croyances Populaires 
et Sociétés Asiatiquesという日仏シンポジウム 
である„ 日本からは埼玉大名誉教授•矢沢利彦、東 
京大教授•加藤栄一、上智大教授•石沢良昭（本学 
会会員）、北海道大教授•坪井魯明（本学会会員）、 
上智大助教授•寺田勇文の五氏が報告され、また热  
のこもった討始がおこなわれた。私もヴァンデルメ 
ルシュ教授の勧誘を受けて出席させていただいた。 
そのほかに、パリ留学中の白百合女子大教授•山本 

節 氏 （日本文学）、東大大学院学生•增岛 建氏（ヴ 
ェトナム政治史）も出席された。このシンポジウム 
については、一部分は矢沢教授がr東方j ー〇九号 

(―九九◦ 年四月）に紹介されたし、また本誌にも 
詳しい記事が載せられるであろう。

次に東大名誉教授•秋山光和先生（本学会評淺員) 
が、十 月 四日、十一日のニ囬 にわたり、コ レ 一 ジュ 
• ド • フ ラ ン ス で 「日本美術にお け る 時 間 と 空間」

と題する講演をされた。フ ラ ン ク 教授が司会され、 
エ ラ イ エ 教授など、フ ラ ン ス の 日本学の著名な先生 
がたが® 搆されていた。

十二月に入ると、早稲田大学教授•福井文雅氏が 

日仏会館から派遣される学術使節としてパリに来ら 
れ 、八日にア ジ ア 協会で、十三日にウ ィ ル ソ ン 通り 
にあるア ジ ア 会館の講堂でと、二回の講演をされた。 

彼とは専攻分野もほぼ近く、親しい友人でもあるの 
で、七月以来の中国閱 係学会、あるいは本学会の最 
新情報をあれこれ教えていただいた。私の滞仏中に、 
中国学でお二人、本学会でもお二人の立派な方が亡 
くなられたのである。 （福井教授の渡仏については、 

本誌前号に報告されている。）

次に、H■一月中句になって、オートゼチュ一ドや 

コレージュ• ド•フランスの講莪がBfl始され、私も 
次の六つの！* 笾 に出席したので、各教授の搆芘迎目 
を記しておこう》

S 等研究院笫五部門 
シ ッ ペ ー ル K.SCHIPPER

1. 中世以前の道教儀礼La liturgie taoïste 
de Haute Moyen Age 2. •'往子J 講読 Les
lectures du Zhuangzi 金BS日 +  四時" h六時

前者は近刊の陳垣著「道家金石略j を使用されて 
いた。

ヴ ァ ン デ ル メ ル シ ュ Leon VANDERMEERSCH 
钱 愈の周囲の新儒教の先ffi者たち Les premiers 
précurseurs du Néoconiuciamsme autour de 
Han Yu (768-824) 土曜日十時〜十二時 

高等研究院第四部門 t
デ イ エ ニ 一  Jean-Pierre DIENY 

古代中国の歴史と文学Histoire et Philologie 
de la Chine classique
1 . 「世説新語j を返承するものLa postérité 
de Shishuo xinyu 2 . 古代中国の色彩と文学 
Couleur et littérature dans la Chine antique 
月皤日十四時〜十六時
前者は r西京雑記j などの古小|兑 をテキストにし、 

出典调 ベをともなう41訳を受講生に割当てていら 
れた。後者は今年四月より。

スワミエMichel S0YMIE 
中世近世中国の歴史と神学 Histoire et
théologie de la Chine Médiévale et Hoderne 
1 . 七、八世紀中国の古文害研究、草窨 体 
Recherches sur le paléographie chinois VU, 
VI* siècles, l’écriture cursive. 2 . 敦煌写 
本、テキストの謙読 Les Manuscr its de 
Dunhuan, lecture de Textes 火® 日十四時〜十 
•■ケ̂ ^
私の聴講した範囲では、敦煌文苦を示しながら避 
諱字の例を指摘し解説し、さらに茂代以後の避諱 
字の種類を説明されていて、とても有益だった。 
日本でも、こういう講義があってよいと思う。

コ レ 一 ジ ュ • ド • フ ラ ン ス

ジ x ルネ  Jacques GERNET 
セミナー•唐甄のテキストによる翻訳についての 
諸問題 Séminaire : Problèmes de traduction, 
Textes de Tang zhen 月曜日H~ — •時半〜十二時 

半
「潜害J の中から抜萃して翻訳注釈されていた。 

フ ラ ン ク Bernard FRANK 
セミナー、平安時代の文学と信仰、源為意の r三  

宝絵J Séminaire : Littérature et devation à 
l'epoque de Heian : le Saraboe de mnamoto no 
taraenori金BS日H — 時〜十二時 
平安時代の仏教説話集r三宝絵」の序の部分を出 

典をあげ、用例をひきながら、綿密な注釈と翻訳 
をされているのには敬服した。

以上の六科目の講義を®講させていただいたほか
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に、シッペール教授が特別に私のために、毎遇火阳 
日+ 七時から一時閏、私を自宅に招いて道教儀礼の 
» * をしてくれた•彼が台南で収集した科儀用の道 
経を* 棚から出して、畜姑がどのような顧序で行わ 
れるかを詳細に« 说 してくれた•これには大変刺激 
を受けた•

IV、私の行った» « とSB査旅行

私は当初、シ ッ ペール教授などに»«はなしにし 
てほしいと® んで、気袤なフ ラ ン ス 生活を期待して 
いたのだが、フ ラ ン ス の 中国学の世界に入ってみる 
と、そのような甘い考えは通用しなくなり、結局、 
次の三 つ の » « をせざるを得なくなった，
1、 日本語におけるr気』と中国思想における「気』 

一九九〇年 一 月 十 七 日 ド フ ィ -•ヌの東洋語言文 
化研究所 Institut national des langues et 
civilisations orientales レ イ モ ン • ア ロ ン 教  

室で日本语 科学生专 対象•当孩学科フ ラ ン ソ ワ •
マ セ François 1ACÊ教授の通！R。

2 、 方以®* — ヨーロッパと対決する「気」の哲学 
—— 一九九〇年 二 月 八 日 コレ一ジュ . ド.フ 
ランス四号室中餌日科学歴史研究団Histoire 
des techniques et des sciences en Cnine, en 
Corée et au Japonの月例会のゲスト.スビーカ 
- として• 京大に留学したことのあるユペール. 
ドラエHubert DELAHAYE氏が私の日本語原稿をフ 
ランス語に翻訳してくれた•

3 、 内景図的》変 一 九 九 〇年三月九日高等研究 
院 （ソルボンヌ）のシッぺ一ル教授の» 義室で， 
中® 語去使用„
これらの嫌* の中、⑵は、放送大学印刷教材、青 

山昌文編「比校思想—— 自然について—— J ( -九 
九〇年三月刊）に同じa 名で収められている•また 
⑶は、山田慶兄編！■中国古代科学史16枝JBj (京大 
人文科学研究所、近刊〉e 収められる• また⑴は、 
明年劁 刊される予定の日本語科の雑坊に載る，

講演の準« のために、あるいは漢»所載状況の两 
査のために、バリの国立図書館（ビブリオテ一ク• 
ナシオナール）とコレージュ • ド•フランスの図害 
室 （ウィルソン通りのアジア会館館内）は、たびた 
び利用したし、また、福并文稚教授に同道して、ノ 
リの北方c あるリール市に、東洋語学校日本語科初 
代教授レオン• ド. ロスニイLéon de Rosny (1837 
-1914)の蔵窨 を見学に行ったことなど、図害館めぐ 
りについては、別の機会に窨 く予定•

y y y y

私のように中年になって、はじめてフランスに县  
期潘在したにもかかわらず、健康ですごすことがで 
き、なおかつ、生活上あまり不便をしなくてすんだ 

のは、これまでにお名前をê したフランス人、日本 
人のおかげであるが、特にシッペール教授、 a ベー 

ル氏、カリノフスキ一氏（京大人文研に留学してい 
た）、仏教学の郭魇 英女史、フランソワ•マセ教授 
御夫妻、堀内美都《 (なだ •いなだ氏ニ女）、佐藤 
嚴教授などの御好意あふれるおつきあい、御援助の 
おかげであり、こうして私は、快適で楽しかったば 
かりでなく、学問的にも人生体の上でも、贵 重で

御
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〇 受 典

前田専学氏、丨989^春、日本学士院賞 

市古貞次氏、 1990年秋、文化勲章 

服部正明氏、1990年秋、紫絞褒章 

Léon VANDERMBERSCH (レオン.

ヴァンデルメルシュ）

1990年秋、勲二等瑞宝章

〇 会 贝 の 出 版 物  

小 河 箱 衣 Ïメール.マティルド一日本宣教と

その生涯』 （有隣堂新害3 7 有隣堂） 

加 藤 純 章 麵 部 の 研 奶 （春 秋 博 士 論 文 ) 

金 岡 照 光 『敦煌の文学文献J

(編 著 講 座 敦 煙 9』大東出版社）

上 村 勝 彦 『インド古典演劇論における美的経験J 

— Abhinavagupta の rasa 論 一  

(東京大学東洋文化研究所報告。 

博士論文）

高 崎 直 道 『講演と随想一愛と憎しみの彼岸J

(すずき出版）

国際佛教学研究所（湯山明所長）刊 ：

Paul Harrison. The Samadhi of Direct 

Encounter with the Buddhas of the Présent 

(近刊予定）

大 谷 暢 順 OTANI Châjun,

Les Problèmes de la foi et de la Pratique 

chez Rennvo à travers ses lettres. Ofumi, 

(Collège de France, Bibliothèque de 

T Institut des Hautes Btudes japonaises), 

Maisonneuve S Larose, Paris (博士論文）

関 連 出 版 物 一

第五回コロック.第二部会報告.議 事 録 一  

* Actes du Colloque franco-japonais,

Kyoto. 4 - 8  octobre 1988 *

Documents et Archives Provenant de 

l'Asie centrale (京 都 •同朋舎）

Prancnis JULLIEN. Procès ou Création. Une 

introduction à la pensée des lettrés chinois. 

Essai de problématique interculturelle.

Seuil/ Des Travaux, Paris. 1989 

花a 大学国瞭禅学研究所【研究報告】第 一 冊 一  

林信明 譁 榻 irボール•ドミエヴィル禅学論如 

Choix d'études sur le Tch'an par Paul 

Demiéville. édité et traduit par Nobuaki 

Hayashi. Avant-propos par Seizan Yanagida. 

Publication de l'Institut international 

de recherche sur le Zen, Université Hana- 

zono, Kyoto, 1988 〔非売品〕

(近刊予定）

第五回コロック . 第一® 会 報 告 •議 事 绿 一

(東 京 •平河出版社）

出版記念会

上記/ 河雄衣会貝の著軎 Ïメール•マティルド一 

日本宣教とその生涯J の出版を祝って、今年の九月 

八日午後五時より、東 京 •原 宿 の 「南国酒家」で盛 

太な祝資会が開かれた。発起人だけでも、靑木雨彦、 

岩額孝^ 小 田 岛 雄 河 竹 登 志 夫 、早乙女貢、福井 

文雅、新庄嘉章、富田仁、な だ い な だ 、松原秀ー 

など四十人。

著者はかねてから明治初期のフランス人修道女の 

研究を重ねていたが、 1987年にパリ •サン.モール 

修道会に四ケ月通って関係古文窬を調査して完成さ 

せたのが本書である。その為に、小本ながら著者の 

思いが満ち满 ちて、® 動的な成果になっている。

O 荣斤ジ、 会& 胃 （平成 2 年後期）

鈴木董(SÜZÜKI Tadashi)

(東京大学東洋文化研究所助 

教授. オスマン史） 1990.42 

庄垣内正弘(SHOGAITO Hasahiro)

.(神戸市外国語大学教授, 

ウイグル語•ウイグル語文献） 1990.4.9 

シヤ!)エ、イサ*へ•ル(CHARRIER Izabelle)
. (フランス語教師， 

日本近代美術史） 1990.118
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遠藤光暁(ENDO Mitsuaki)

(青山学院大学経済学部 

専任講師，中国語音餵史•方言学）

丘山新(0KAYAÎ1A Hajirae)

(東京大学東洋文化研究所助教授， 

中国における仏教経典の受容）

大谷暢順(OTANI Chojun)

(名古屋外国語大学教授，蓮

如 「御文J )

。住 所 • 所 屈 の 変 更  

宮沢正順氏 

石井米雄氏

【新】上智大学アジア文化研究所 

坪 井 善 明 氏 1989年 4 月より1991年 3 月まで、在 

ヴI 卜ナム日本大使館•琪門莰 査員 

として出張，

喜多村« 子氏の住所が不明となっています。 ご存 

じの方は高田時抟 幹事（名搏管理担当）まで連絡下 

さい.

〇住 戸 斤 録 訂 正  

廣 川 敏

〇退 会 者

山中一郎氏 1990.4. 1 .尚樹啓太郎氏 1990.4.22.

〇言卜W

前回の日仏コロック•第一® 会に参加され^その 

絶えざる笑顔で会を明るくリードしてくれた路慶歓 

女士Mademoiselle KWOMG Hing-foon (フランス国立 

学術研究センターC N R S 研究員）は、今 年 7月 2 

日、パリで亡くなられた。持病の関節症へ使ってい 

た強い薬の副作用が原因で、肺に閉塞と浮腫とが出 

来ていたので、数週間の治療も甲斐がなかった。ニ 

百人以上もが葬儀に参列し、 ジヱルネ、ディエニ、 

シベールの各教授が弔辞を読んだ。 「我々にとって 

大きな損失だj とシベール教授は本学会あてに書い 

て来られた。

女士は香港の出身。王昭君についての博士論文を 

出版したばかりであった。« が巧みで、欧米人中国 

学者の刊行物に挿入する漢字は、彼女の手に成るも 

のが多かった。例えば、オックスフォード大学のピ 

エツト•ヴァン = デル= ル ー ン Piet van der Loon 

教授の大著、 Taoist Books in ihe Llbraries of 

the Sung Period ï宋代収蔵道杳考Jl (1984) の百 

ニ〇頁に近い道書綜録と漢文索引も、全て彼女の手 

になるものであった0

伊東温泉郷でのコロック第一部会汀ち上け会の時、 

浴衣で中国古典歌謡を歌ってくれた姿が、思い出さ 

れる。 日本に留学される直前の出来事であった。

(F . F . )

報告

平成元年度総会報告

早成元年度会員fê会は、平成 2年 3 月 2 9 日 （木） 

学会事務局の置かれている早稲田大学•大隈会S に 

おいて行われた，明西方面から興《監事、街牧•中 

谷 •高 田 の 3 粋事の計4 名の方が遠路来京され、在 

京の福井代表幹亊、石沢評議貝を含めて5名の捋迸 

員 •幹事が参加し、楠山春樹会員（日本中国学会理 

亊 長 •学術会» 会貝）他 1 7 名の会貝の出席があっ 

た. 下記の役貝会も含めて、実はもっと多くの参加 

予定者があったが，当日が激しい雨のために、多数 

の欠席者が（とりわけ年長者会員から〉出たことは 

残念であった，

総会に先立ち、午後 3 時よリ大隈会® 1指和室会 

議室にて、理事会を行った. 出 席 者 （敬 称 A3C 

.傾）は、福井、羽 田 （正）、石沢、興薄、前日、饵  

牧、中谷、《田、 田 中 （文）. 学会役貝補充選出- 

第 6 回日仏コロヅクなど多くの® 題 を 5時まで时 进  

し、終了後ただちに会館2号室での総会に移った.

総会は福井代表幹事の司会によリ、 5 時よリ次の 

ように進行した， （敬称略）

1 .  開会の辞 楝山《樹

2 .  総会菝亊 （格 長 石 沢 良 昭 ）

一  20-



会 計 報 告

日仏東洋学会平成元年度会計決算報告

◊ 収 入 昔通会員会費 2 8 5 .  0 0 0
前年度繰越金 1 4 2.  2 5 6
日仏会館補助金 4 0 .  0 0 0
利息 9 9  3

計 4 6 8 .  2 4 9

◊ 支 出 ¢©1® 5 8 .  7 0 0
通信費 4 3.  9 5  2
会謎费 0
消耗品费 2.  4 8 8
支払報酬費 4 8 .  6 3 0
m * 18 .  5 4  0
予備費 0

計 1 7 2 .  3 10

残 金 収 入 一 支 出 ： 4 6 8, 2 4 9 - 1 7 2 .  3 1 0 = 2 9 5 .  9 3 9

平成元年度残金2 9  5,  9 3  9 円は、平成 2 年度への繰越金とする •

上記の如く相遂ありません .
平成 2 年 3 月 1 5 日 日仏東洋字会会計監事

日仏束洋字会平成2 年度会計予箄

◊ 収 入 普通会g 会S  
前年度较 越金 

日仏会館補助金

2 5 0 .  0 0 0  
2 9 5 .  9 3  9 

4 0 ,  0 0 0

.計 5 8 5 .  9 3  9

◊ 支 出 印刷費 2 0 0 .  0 0 0
通信費 1 0 0 . 0 0 0
会議費 3 0 .  0 0 0
消耗品費 10 .  0 0 0
支払報酬费 4 0 , 0 0 0
雄費 4 5 . 9 3  9
予備費 1 6 0.  0 0 0

計 5 8 5 .  9 3 9
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a • 審 a 事 項  

( î ) 会 計 報 告

羽 田 正 会 計 幹 事 よ り 平 成 元 年 度 決 算 報 告 お よ び 平  

成 2 年 度 予 算 案 の 説 明 、 興 膳 宏 会 計 監 事 よ り 監 査 報  

告 が あ リ 、 承 認 • 別 表 参 照 。

( 2 )  第 6 回 日 仏 シ ン ポ ジ ウ ム

中 谷 英 明 幹 事 よ り 、 1 9 9  1 年 に フランスで開催 

さ れ る 予 定 の 第 6 回 日 仏 コ ロ ッ ク について狡 明 が あ  

リ、 福 并 文 雅 代 表 幹 事 が 補 足 脱 钥 し た ， な お 、 シン 

ポ ジ ウムについては 、 『通 信 』 第 1 1 号 に て既 報 し  

て あ り 、 今 回 の « 告 は 3 月 末 ま で の 情 報 に 基 づ い て  

な さ れ た • そ の 概 要 は 、 以 下 の よ う で あ っ た .

①  こ れ ま で 日 仏 コ D ッ ク を 財 政 的 に 支 え て き た フ ラ  

ン ス 外 務 省 が 、 次 回 か ら は 部 門 の 大 幅 削 « を 要 稍 し  

て き た （前 回 は 1 0 部 門 参 加 し た が 、 2 な い し 3 に 

し ぼ る と の こ と ） 。

②  フ ラ ン ス 語 を 栝 さ な い 人 も 参 加 で き る も の と す る •

③  5 月 2 2 日 に 、 C N R S の 研 究 班 長 、 フ ラ ン ス 極  

東 学 院 院 長 、 お よ び コ レ ー ジ ユ • ド • フ ラ ン ス 教 授  

に よ る 会 搛 を 開 き 、 正 式 に 実 施 計 画 を 決 定 の 上 、C 

N  R S に 補 助 を 申 請 す る 。

④  主 題 は 、 r諸 地 域 文 化 へ の 仏 教 の 適 応 j [/adap­

tation du bouddhisme aux cultures locales とす 

る •

⑤  開 催 場 所 は  Collège de France ( Fondation 

Hugo〉 ま た は  Instituts d’Asie du Collège de 

France、 時 期 は 1 9 9 1 年 9 月 2 3 日 〜 2 8 日の予  

定 .

今 回 の コ ロ ッ ク は 、 前 回 と は 異 な り 東 洋 学 関 係 は  

部 会 を 分 け る こ と な く 一 部 会 で 行 い 、 仏 教 の 地 域 文  

化 へ の 浸 透 状 況 を 共 通 テ ー マ に し て 、 中 央 ア ジ ア • 

東 南 ア ジ ア • 中 国 • イ ン ド な ど の 写 本 や 碑 文 を も と  

に 射 綸 が 行 わ れ る 予 定 で あ る 。 な お 、 # 加 希 望 の 会  

貝 は 、 速慮なく  5 月 中 旬 ま で に 学 会 に 申 し 出 て い た  

だ き た い • た だ し 、 渡 航 费 は 各 自 の 自 弁 、 というこ  

と に な っ て い る 。 （本 会 の 窓 □は 、 中 谷 幹 事 が 当 た  

っ て い る 。 ）

( 3 )  学 会 役 ftの 補 充 選 出

昨 年 末 に 、 本 会 名 誉 会 長 羽 田 明 先 生 な ら び に 会 長  

a — 雄 先 生 が 相 次 い で 铒 逝 去 さ れ た た め 、 会 長 の 選  

出 が 行 わ れ た ， 併 せ て 学 会 発 展 の た め 、 新 た に 顧 問  

そ の 他 の 役 員 を 補 充 し た • そ の 結 果 以 下 の 方 が 役 員  

に 選 出 さ れ た • 従 来 の 役 員 名 は 省 き 、 新 役 貝 名 の み  

を 挙 げ る 。

会 長  《 井 文 雅

mm 秋 山 光 和 彌 永 昌 吉

評 钂 貝  竺 沙 雅 章 石 并 米 雄 彌 永 信 美

京 戸 慈 光 松 原 秀 ー 山 田 利 明  

推 蕩 委 員 会 委 員 厣  実 獅 牧 克 己  

代 表 幹 事  興 期 宏

監 事  石 沢 良 昭

会 長 の 選 出 は 、 既 に 学 会 事 務 局 宛 に 届 い て い た 日  

• 仏 双 方 の 名 誉 会 長 と 顧 問 と に よ る 推 薦 、 並 び に フ  

ラ ン ス 側 か ら 山 本 名 誉 会 長 宛 に 届 い て い た 要 望 睿 （ 

フ ラ ン ス 極 東 学 院 院 長 名 義 ） な ど を 勘 案 し つ つ 、 評 

薄 員 会 に て 検 討 の 結 果 、 代 表 幹 事 福 井 文 雅 氏 が 新 会  

長 に 推 挙 さ れ 、 （一 般 会 員 か ら の 委 任 状 も 含 め て ） 

総 会 に お い て 承 認 さ れ た ，

B • 報 告 事 項

( 1 )  日 仏 会 館 企 面 rフランスの東 洋 学 j 研 究 ー 特  

に 日 本 学 に ついて一について、福 井 新 会 長 よ り 報 告  

が あ っ た • （秋 山 « 問 か ら 報 告 の 予 定 で あ っ た が 、 

欠 席 の た め 代 行 ）

( 2 )  日 本 学 術 会 議 へ 学 術 団 体 と し て の 再 登 録 は 、

3 年 に 一 度 必 要 な た め 、 本 年 度 前 田 幹 事 が こ れ を 行  

う こ と に な っ た . 次 期 学 術 会 嫌 会 員 選 挙 に つ い て は 、 

本 会 と し て は 推 薦 委 員 会 で 検 射 す る *

(3) r 日 仏 東 洋 学 会 通 信 j 第 1 1 号 • 1 2 号 の 軀  

奥 、 及 び 会 貝 名 簿 作 « に つ い て 、 中 谷 • 《 田 両 幹 亊  

よ り 報 告 が あ っ た • 闻 、 I*通 信 』 第 1 1 号 と 名 簿 は 、 

当 日 参 加 者 に は 手 波 し で 、 他 は » 送 に て 配 布 す る こ  

と と な っ た ，

( 4 )  興 播 代 表 幹 事 よ リ 学 会 事 務 報 告 が あ り 、 会計 

的 に 無 理 が あ る の で 、 会 貝 の 拡 張 が 必 要 と の こ と で  

あ っ た 。 当 学 会 に 興 味 を お 持 ち で 未 入 会 の 方 を ご 存  

知 の 会 貝 は 、 入 会 を お 勧 め い た だ き た い •

ま た 、 長 年 に わ た っ て 会 費 潷 納 の 会 貝 へ 督 促 の 手  

紙 を 出 す こ と に し た • そ れ で も 未 払 い の 場 合 に は 、 

今 後 の 賭 会 合 の 連 辂 や 、 『通 信 J の 発 送 は 停 止 せ ざ  

る を 得 な い か も し れ な い *

( 5 )  福 井 会 長 よ り 、 日 仏 会 館 の 諸 通 達 の 説 玥 、 第 

3 3 回 I C A N A S 参 加 に ついての報 告 が あ っ た . 

日 仏 会 館 学 術 委 貝 会 か ら の 通 連 は 、 『通 信 』 第 1 i 

号 1 9 頁 に て 既 報 の ご と く 、 r日 仏 学 者 交 » j と r 

日 仏 共 同 研 究 j についてで あ り 、 申 し 込 み 窓 口 は 本  

会 代 表 幹 事 が 行 う • I C A N A S は ト ロ ン ト で 開 催  

さ れ 、 使 用 # 語 は 英 •仏 » ど ち ら で も 良 い と の こ と
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で あ っ た *

ま た 、 石 沢 胖 播 貝 か ら 現 在 ア ン コ ー ル • ワ ッ ト の  

日 仏 共 同 の 修 復 が 計 画 さ れ て い る こ と の 報 告 が あ っ  

た •

3 . 新 役 貝 挨 拶 椹 井 文 雅 新 会 長  

4 . 閉 会 の 辞  栗 原 圭 介

総 会 終 了 後 、 7 時 よ リ 大 隈 会 館 2 号 室 に お い て 力  

ク テ ル • パ ー テ ィ ー を 行 い 、 山 田 利 明 氏 • 田 中 文 雄  

の 司 会 の も と に 、 中 村 璋 八 氏 を 始 め と し て 出 席 者 各  

自 の 自 己 紹 介 と 近 況 報 告 が な さ れ 、 想 親 と 意 見 交 換  

の 実 が 挙 が り 、 8 時 半 、 興 牌 宏 • 新 代 表 幹 事 の 閉 会  

の 辞 で 終 了 し た 。

会 場 を 準 備 し て 下 さ っ た 福 井 会 長 、 並 び に 早 稻 田  

大 学 に 対 し て 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ た い 。

(田 中 文 雄 記 〉

報 告

第 6 回 日 仏 シ ンポジウム  

の準備

報告  中 谷 英 明  

1891年 秋 に フ ラ ン ス で 開 催 さ れ る 第 6 回 日 仏 学 術  

シ ン ポ ジ ウ ム 『緒 地 域 文 化 へ の 仏 教 の 適 応 』 （I/a- 

aaptation du bouddhisme aux cultures locales)の 

氓 備 は 、 フ ラ ン ス 外 務 省 の 厳 し い 予 算 措 置 に も か か  

わ ら ず 、 日 仏 双 方 に 於 て 着 々 と 進 行 中 で あ る 。 前回 

の 本 会 総 会 （本 年 3 月 29日） に 於 て 報 告 し た 内 容 は  

本 誌 「平 成 元 年 度 総 会 報 告 J に 要 約 さ れ て い る の で 、 

そ の 後 の 進 展 を こ こ に 報 告 す る .

***

5 月 22日 に 予 定 さ れ て い た 、 フ ラ ン ス 側 の 「シン 

ポ ジ ウ ム 饵 備 総 会 J は 、 直 的 に 日 本 側 か ら 誤 っ た 情  

報 が 伝 わ っ た た め （7 月 12日 付 BAZIN教 授 睿 簡 ）、6 

月 24日 に 蛞 期 さ れ て 、Instituts d’Extrène-Orient 

du Collège de Franceに 於 て 関 か れ た • G. FUSSMAN 

氏 が 司 会 し た 会 雄 に は 、 し BAZIN, A.M. BLONDEAU,

B. FRANK, P.B. LAFOHT, P.MAGNIN, K. SCHIPPER, 

G.VEINSTEIN の 各 氏 が 出 席 、 J.GERNET, D.LOMBARD,

L • VANDERMEERSCHの 各 氏 が 都 合 の た め 欠 席 さ れ た ，

会 級 に 於 て 採 択 さ れ た 案 は 、 先 に 本 会 松 会 で 報 告  

し た と こ ろ と ほ ぼ 変 わ り は な い • た だ 次 の よ う に 、 

会 議 の « 想 の 詳 細 が 一 層 明 ら か と な っ た ，

主 会 _[場 に お け る 発 表 者 は 、 時 間 の 都 合 上 、 日仏 

双 方 か ら 1 0 名 ず つ 、 合 計 2 0 名 と し 、 そ れ 以 外 の 参  

加 者 は 、 小 部 会 に 於 て 発 表 す る も の と す る ， 発 表 時  

間 は 3 0 分 、 そ の 後 質 問 • 肘 薄 に 15分 を 当 て る 。

日 本 側 参 加 者 に 対 す る 滞 在 # 補 助 を 出 す こ と と す  

る 。

会 議 終 了 後 、 論 文 集 の 出 版 が 予 定 さ れ て い る ，

な お フランス側 代 表 は 、 下 記 の 1 0 組 級 を 代 表 す る  

1 0 名 と す る •

O 時 期 1991年 9 月 23-28日 

〇 場 所  Instituts dv Ext rêne-Or lent du Collège 

de France (52 rue du Cardinal-Lemoine 

Paris 5e).

O フランス側 参 加 組 織  

URA 1057 du CNRS: Etudes Turque,

URA 1063 du CNRS: Equipe de recherche sur les 

nanuscrits de Dunhuang et matériaux connexes. 

URA 1069 du CNRS: Etudes japonaises.

URA 1074 du CNRS: Idéologies et réseaux dans 

r  archipel insulindien.

URA 1075 du CNRS: La péninlsule indochinoise 

d* hier et d’aujourd’hui: peuples et états.

URA 1229 du CNRS: Langues et cultures de V 
aire tibétaine.

URA 1324 du CNRS: Langue, culture et société 

dans le sous-continent indien.

IRA 1063 du CNRS:SMAN, BAZIN, VANDERMEER- 

Centre des Religions du Japon de l1 EPHE.

Centre de Docunentation et d"Etudes du taoisne 

de 广 EPHE.

•k ie
筆 者 は 今 夏 フ ラ ン ス に 立 ち 寄 り 、 G. FUSSMAN, B. 

FRANK, C. CAILLATの 三 氏 と 会 い 、 ま た L.BAZIN氏と 

は 镶 話 で 、 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て 伺 う 機 会 が あ っ た • 

各 氏 は そ れ ぞ れ に シ ン ポ ジ ウ ム に 対 す る 热 煮 を 示 さ  

れ た の で あ る が 、 そ の 箱 、 従 来 の 叶 画 に 対 す る 重 要
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な 変 更 を 幾 っ か 示 唆 さ れ た •

第 一 は 、 フ ラ ン ス 外 務 省 が 従 来 の 日 仏 シ ン ポ ジ ウ  

ム に 対 す る 財 政 援 助 を 全 く 取 リ 止 め た 以 上 、 フラン  

ス 側 は 、 来 年 度 の 会 嫌 は こ れ ま で の 維 統 で は な く 、 

新 規 の 二 国 間 学 術 会 m と 見 な し て い る と い う も の で  

あ る • フ ラ ン ス 外 務 省 の 厳 し い 対 応 に つ い て は 以 前  

か ら 側 聞 し て い た が 、 突 然 こ れ ま で 15年 、 5 回 に 亘  

っ て 継 統 し た 日 仏 シ ン ポ ジ ウ ム を 解 消 す る と い う 提  

案 に は 驚 か ざ る を 得 な か っ た ，

伸 国 後 、 秋 山 光 和 学 術 委 員 会 委 員 長 に 確 認 し た と  

こ ろ 、 日 本 と し て は 、 た と え •仏 外 務 省 の 後 授 が な く  

と も 従 来 の 日 仏 シ ン ポ ジ ウ ム の 栳 統 と 考 え た い 意 向  

で あ る と の こ と で あ っ た • 従 っ て こ の 点 に 間 す る 結  

綸 は 、 今 後 の フ ラ ン ス と の 折 衝 に ま た ね ば な ら な い ，

第 二 は 、 従 来 「猪 地 域 文 化 へ の 仏 教 の 適 応 』 とい 

う テ ー マ を 巡 っ て 写 本 • 碑 文 を 用 い た 研 究 を 発 表 し  

あ う 、 と い う 了 解 で あ っ た が 、 主 会 » 場 が 一 « 所 と  

な っ た た め 、 広 い 視 野 に 立 っ た 概 括 的 研 究 、 あるい  

は 他 分 野 の 專 門 家 の 関 心 を 引 き 得 る 普 遍 的 な い し は  

理 狳 的 側 面 に 蘭 す る 研 究 の 発 表 を 要 猜 す る と い う も  

の で あ る 》

第 三 は 、 C. CAILLAT女 史 が 参 加 希 望 を 表 明 さ れ た  

こ と で あ る 。

フ ラ ン ス に 対 し て 日 本 側 発 表 者 リ ス ト を 渡 す べ き  

時 期 も 近 づ き っ っ あ る • 前 回 の 総 会 後 、 中 国 学 も 参  

加 の 意 向 を 表 明 さ れ 、 こ れ ま で に 参 加 希 望 者 は 既 報  

の 「中 央 ア ジ ア 地 域 j 7 名 、 「東 南 ア ジ ア 地 域 J 8 

名 に 加 え 、 「中 国 学 J 11名 が 新 た に 加 わ る こ と と な  

っ た 。 さ ら に r日 本 学 j の 山 折 哲 雄 氏 （国 際 日 本 文  

化 研 究 セ ン タ ー 教 授 ） も 参 加 さ れ る こ と と な っ た • 

ま た ォ ブ ザ ー ヴ ァ ー と し て 山 田 均 氏 （タ イ 仏 教 史 〉 

ら も 参 加 予 定 で あ り 、 総 勢 2 8 名 に 連 し て い る • r 

中 央 ア ジ ア 』 「東 南 ア ジ ア J に M し て は 本 誌 前 号 に  

既 報 し た の で 躲 リ 返 さ な い こ と と し 、 最 近 準 備 会 を  

開 か れ た 「中 国 学 J に つ い て 、 こ こ に 連 絡 寅 任 者 の  

山 田 利 明 氏 に 報 告 し て ®  く • ま た 10月 1 日 の 日 仏 会  

館 学 術 委 貝 会 拡 大 委 員 会 の 棋 様 も 報 告 琪 く  •

日 イ ム 会 食 @ 学 初 Ç 杂 会  

拡 大 番 斑 会

報 告 山 田 利 明  

10月 1 日、 閲 連 学 会 の シ ン ポ ジ ウ ム 担 当 者 を 含 め  

て 、 拡 大 委 員 会 と し て 日 仏 会 館 に お い て 関 か れ た ， 

東 洋 学 会 か ら は 、 描 井 会 長 が 日 仏 会 館 学 術 委 貝 会 の  

ー 员 と し て 、 山 田 が 会 長 の 委 瞩 を う け 中 谷 幹 事 の 代  

理 と し て 出 席 、 中 谷 幹 事 か ら フ ァ ッ ク ス で 送 ら れ て  

き た 報 告 を 税 明 し た 。

会 規 で は 参 加 10分 野 、 数 学 • 光 化 学 • 海 洋 学 • 地  

理 学 • 法 学 • 経 済 学 • 社 会 学 • 東 洋 学 • 計 首 餌 学  

な ど 、 開 催 母 体 と な る 間 連 学 会 の シ ン ポ ジ ウ ム 担 当  

者 が そ れ ぞ れ の 準 備 状 況 を 報 告 し 、 秋 山 光 和 学 術 委  

貝 長 と セ カ ル デ ィ 学 長 か ら 、 フ ラ ン ス 側 の 対 応 団 体  

の 現 状 報 告 が あ っ た ， 全 般 的 な 状 況 に っ い て い え ば 、 

上 記 10分 野 の 雄 備 状 況 は か な り 進 ん で お り 、 来 秋 の  

開 催 は 確 定 的 と な り つ つ あ る こ と ， 今 回 の シ ン ポ ジ  

ウ ム に 閲 し て 、 フ ラ ン ス 外 務 省 の 授 助 が 期 待 で き な  

い こ と 、 な ど が 話 題 と な っ た ，

秋 山 委 員 長 に よ れ ば 、 今 回 の 会 » は 、 パ リ 以 外  

の 都 市 で 行 う 分 野 も 少 な く な く 、 日 時 に っ い て も 、 

一 応 シ ン ポ ジ ウ ム 期 間 10月 初 旬 の 2 遇 間 が 基 準 と さ  

れ る も の の 、 そ の 前 後 を 予 定 し て い る 分 野 も あ る 。 

し か も 、 こ れ ま で の よ う な 合 同 開 会 式 は な い 様 子 で  

あ る 。 そ う な る と 、 日 仏 シ ン ポ ジ ウ ム と い う フレー 

ム の 意 味 が な く な る 恐 れ が あ る • こ う し た 寧 態 に 備  

え る た め 、 在 パ リ 日 本 大 使 館 主 催 の 全 分 野 合 同 の レ  

セ ブ シ ヨ ン を 10月 初 旬 に 実 現 す る よ う 努 力 す る と の  

こ と で あ っ た 。

r 中 国 学 j 準 備 会

報 告 山 田 利 明  

10月 5 日、 足 稲 田 大 隈 会 館 に おいて、 「中 国 学 J 
参 加 者 氓 傀 会 が ひ ら か れ た ， 出 席 者 は 、 福 井 会 長 • 

山 田 • 前 田 繁 樹 • 宮 沢 正 m • 山 田 均 • 鹿 岛 有 希 子 の  

6 名 。 m 題 は 、 来 秋 の シ ン ポ ジ ウ ム に っいての内容 

の 説 明 で 、 10月 1 日 の 学 術 委 員 会 の 内 容 を 報 告 し 、 

参 加 希 望 者 の 確 認 を お こ な っ た 。 希 望 者 は 、 上 記 6 

名 の 他 に 数 名 の 会 員 か ら の 申 し 出 が あ り 、 最 終 的 に
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は 11名 （オ ブ ザ ー バ ー 参 加 を 含 め る ） と な る 見 込 み  

で あ る • な お .「中 a 学 j m 係 参 加 者 の 連 絡 * 任 者 一  

人 を お く こ と に な リ 、 山 田 利 明 が こ れ に 当 た る こ と  

と な っ た • 参 加 希 a 者 は 、 正 參 ；w • オ ブ ザ ー バ 一 参  

加 の 別 を 明 記 し て 、 中 谷 幹 事 か 山 田 ま で 急 ぎ 一 « m  

き た い .

報告

日仏東洋学関係者懇談会
福 井 文 雅

セカルディ学長になってから、東洋学が前より重 

視され、 しばしば話題に上るようになって来た。具 

体的には、東洋学の今後の在り方、 日仏会館と東洋 

学との関係、 フランスの東洋学の後継者•振興策な 

どが問題である。それで今回、 ジュルネ教授の来日 

を好機に、セカルディ学長は在日のフランス人東洋 

学者に呼びかけ、 日仏東洋学の未来像について、ザ 

ックバランに意見を述べ合う懇談会を開かれた010 

月29日 3時半から約ニ時間、 日仏会館一階のフォワ 

イ エ に 以下の13人が招かれて集合した。

Hubert CBCCALD丨ユベ一ル♦セカルディ 

日仏会館学長、海洋学 

Robert DUQUENNB 口べ一ル•デュケンヌ

『法鸾 義林』研究員、佛教学 

Hubert DURT ユ ベ ー ル • デ ュ ル ト

『法寶義林』研究員、佛教学 

Jacques GERNBTジャック•ジュルネ

コ レ 一 ジ ュ . ド•フランス教授 

フランス学士院会員、 日本学士 

院客員、中国字 

François GIP0ÜL0UXフランソワ•ジブ一ルー 

日仏会館研究員、

中国経済•日中経済比較 

Marc KALINOWSKIマルク•カリノフスキ

フ ラ ン ス 極束学院研究員、

中国哲学•自然科学史

Er i ka PBSCR4RDエリカ•ベシャール

日仏会館研究貝、 日本美術史 

Léon VANDBRMEERSCH

レオン•ヴァンデルメルシュ 

フランス極東学院院長、中国学 

Michel VIE ミッシi ル•ヴィエ

フランス大使館文化部、 日本学 

AKIYAMA Terukazu 秋山光和

東大名誉教授、 日仏会館学術 

委員会委員長、美術史 

FUKUI Puraimasa-Bunga 福并文雅

早大教授、 日仏会館学術委貝、 

中国哲学•宗教史 

1YANAGA Shokichi 彌永昌吉

東大名誉教授、 日仏会館学術 

委員、数学 

TSUB0丨Yoshiharu坪井善明

北海道大学教授〔在ヴィエトナ 

ム日本大使館〕ヴィエトナム史 

Frédéric G丨RARDフレデリック•ジラール（フラ 

ンス楹束学院研究貝、早大 - パリ大交換研究貝）氏 

は欠席した。

その場の出席者全貝に、セカルディ学長は次のよ 

うな文畜を配付されたので、必要箇所を訳して紹介 

しておきたい一  

東洋学と日仏会館との関係を考えるこの懇談会の 

テーマを学長は Essai de définition du rôle de 

la Maison franco-japonaise dans le domaine des 

études orientales ： (東洋学における日仏会館の 

役割の定義試論）とし、これを更に「= pension­

naires et formation (日仏会館研究員とその養 

成）= rôle des sociétés franco-japonaises (日 

仏諸学会の役割）= publications (刊行物）の三つ 

に細分化している。

そして、 「東洋学の分野では、 フランスを知る日 

本人研究者の数は、 日本やその他極東の諸国を知る 

フランス人研究者の数よりも遙かに多い。その点で、 

フランスと日本との間には一^^の不均衡が存在して 

いる。それをかなりの程度まで平衡化することが是
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非とも必要であって、そうすれば、将来にわたって、 

日仏間に効果ある、且つ高度の対話が確立するであ 

ろう。 •） 「従って、束洋学、 とりわけ日本研究に関 

係するフランスの諸機閲は共同で或る計画ブランを 

立ててそれを政府当局に提出し、 日本研究を促進す 

るようにすることが、是非とも必要である。 J と述 

ベ、従来の東洋研究がややもすると分散化の傾向に 

あった亊実も指摘する。 r現在の目標としては、19 

91年に向けて、或る研究集会すなわち一つの特定の 

コロックをフランスか日本で準備し、先ずはフラン 

ス人の間で、次いで日仏の専門家の間で数年計画の 

大網を決める。j 「将来どのような形の共同研究が、 

日本の研究者達と、 日本の諸学会もしくは日仏東洋 

学会において、考えられるであろうか？j 等々の問 

題を提起して、 「1991年の東洋学研究集会を準備す 

るには、以上の様々な質問に答えねばならないJ と 

している。

但し、懇談会はこの学長提案畜をめぐって進行し 

たわけではなく、かなりアット•ランダムで自由な 

意見交換や会話に終始した。用語はフランス語のみ。 

路長は秋山光和教授で見事に捌かれたが、特に議事 

録が取られたわけではなく、特別な結論が出たわけ 

でもなかった。

私は日仏東洋学会会長としての回答や意見を何回 

か求められたが、私個人はフランスの東洋学界の内 

情と日本のそれとをかなり良く知っており、従って、 

議論しても解決も実現もし難い問題と大方見当が付 

くだけに、迂闊に答えは出来なかった。実際、こう 

言う問題は、本学会でも、評議員会や総会に諮らな 

くては即答は出来兼ねるものである。

但し、 日仏東洋学会に日本研究者は少ない事実は 

指摘しておいた。 「日本研究j の促進を云々しても、 

フランスの日本研究に通じた日本人研究者がどれだ 

けいるのであろうか？ 日本では日本研究を東洋學 

に入れない傾向が強いことを、 ヴァンデルメルシュ 

氏が付言された。

東洋学と言っても、実に多岐にわたる事実も指摘 

された。

また、幾ら日本研究の重要性を意識し強調しても、 

先立つものが無ければ現実には何も出来ない点を私 

は述べた。 こういう場にしては、どうも格調商くな 

い話で内心忸恃たるものが有ったが、机上の空論に 

終ることを恐れたのであった。外国の方々は日本で 

補助金の申請をしたり、資金集めの苦労をしたこと 

が無いので、 この富裕日本からは想像も付かないこ 

とであろうが、人文系への日本の公私機関からの補 

助は、相変わらず期待薄なのが現実なのである。

幸いにも現学長は東洋学を重視してくれているが、 

氏の後継者もそうであるとは限るまい一と言って、 

学長提 案 の 「継絞」 も問題に上った。

様々な意見が出たが、いずれにせよ、 この種の懇 

談会が催されたのは初めてのことであり、東洋学会 

としてはセカルディ学長の問題意識、'ひ遺いには感 

謝しなければなるまい。そして、 もしもフランス側 

から、一致した意見や要望が日仏東洋学会宛てに寄 

せられて来たならば、我々も真刻になってそれに応 

えて行かねばならないであろう。

報告

学術会議に再登録

本学会が日本学術会議に始めて「学術研究団体J 

として登録したのは、昭和62 (1987) 年のことであ 

った。関連研究連格委員会はf東洋學研究連路委員 

会」 （第一部）である。そして今年度、第 15期学術 

会議会員選出の年に当るので、再登録の手続きをと 

ったところ、学術研究団体の登録審査基準にパスし、 

平 成 2年 9月11日付けで、 日本学術会議会員推薦管 

理会から申請が完了した旨の通知が届いた。

前回の選出の時には、本会には選出機聞が存在し 

なかったので、学術会議会員の候補者はおろか、そ 

の推鹰 人すら、送ることが出来なかった。

しかし、1989¢3月の京都での会員総会で、 日仏 

交換研究貝の推两や、 日仏共同研究事業の*議に当 

る 為 の 「推薦委員会j が創設され、 6名の委貝が還
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出されたので（ f通信J 10号 17頁を参照）、 この委 

貝会を通して、今 回 は 「推æ 人 j (日本学術会議会 

貝の推商に当る者）を出すことになった。本会が推 

餌人として指名し、届け出ることが出来る人数は1 

人である。

その結果、福井文雅会長が推鹿人に推挙されたが、 

何らかの都合で欠席する場合の予備者には、興膳宏 

代表幹求が当る予定である。 （F. F , )

『通信 J 第 12号をここにお届けします。 この号も 

ご多忙にもかかわらず多くの方が記事を寄せられま 

した， さて今年三月の総会では、 新しく福井氏が会 

S に、 興蹭氏が代表幹事に選出されました。 両氏の 

熱意あるご尽力により本会は益発展して行くこと  

と思います。

編集子はこの里初めてインド、 ネパールへ写本調 

査に行き、 デリー、パトナ、 カトマンズとそれぞれ 

一、ニ遇間滞在しました。 古文 S 館や、博物館を巡 

つて、 写本のコビーやマイクロフイルムを注文する 

ことを日課としましたが、 その限られた日々に垣間 

見たインドの« 困には、 * かされました。根底にあ 

る宗教とか信条が、社会的な構造、因習となって且 

つは描細に、且つは執拗に息づいているさまに圧倒 

されて怫つたところです。

会貝の皆様がよい新年をお迎えになり、来年もま 

た新地平を開く研究を削造されることをお祈りしま 

す。 （H. N. >

投 《 規 定

会 貝 绪 氏 か ら の 投 稿 を 募 り ま す ♦

で き れ ば NECの PC-98を 用 い 、 以 下 の 設 定 の 『一太 

郎 J (ver.3) で 入 力 し た フ コ ッ ピ 一 、 ま た は 打 ち 出  

し 原 稿 を を お 送 り 下 さ い ，

用 紙 サ イ ズ  ：A 4 1 行 文 字 数  ：4 5

1ページ行 数 ：4 1 上 端 マ ー ジ ン ：2 3

下 端 マ ー ジ ン ：2 7  左 端 マ 一 ジ ン ：3 2

右 端 マ ー ジ ン ：9 0 

弁 別 記 号 な ど 、 一 太 郎 に の ら な い も の を 含 む 場 合  

は 、 打 ち 出 し た 原 稿 を 送 っ て い た だ い た 方 が 便 利 で  

す • ま た お 手 持 ち の ワ ー プ ロ で 上 記 設 定 の ご と く 打  

ち 出 し た 原 稿 で も 結 構 で す 。

な お 手 畲 き 原 稿 は 、 当 方 で 入 力 致 し ま す ，
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